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主な内容

8月15日に入野の浜で行われた「シーサイドギャラリー2014夏」。午後6時から、砂浜ヨガ、フラダンス、盆踊
り大会、花火大会が行われ、住民や観光客など約12,000人が夏の夜を楽しみました。（関連記事2ページ）

わがまちデータわがまちデータ
●人　口　12,236人（前月比14人減）

●世帯数　5,698世帯

●15歳未満の年少人口　1,077人（比率8.80％）

●65歳以上の老齢人口　4,727人（比率38.63％）

●人口のうごき

　増加 20人　出生3人　　 　転入17人　　 職権1人

　減少 34人　死亡12人　    転出22人　　職権3人

2014（平成26）年7月31日現在2014（平成26）年7月31日現在

【女4人】【男5人  女7人】 【男13人  女9人】

黒潮消防署  新庁舎完成！黒潮消防署  新庁舎完成！黒潮消防署  新庁舎完成！

広報
2014年／平成26年

－No.102－

【男5,806人  女6,430人】

【男578人  女499人】

【男1,939人  女2,788人】

【女3人】 【男10人  女7人】

9月号9月号
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まちのできごとまちのできごとまちのできごと

シ
ー
サ
イ
ド
ギ
ャ
ラ
リ
ー
２
０
１
４
夏

坂
折
地
区
で
小
学
生
ら
が

紙
こ
い
の
ぼ
り
づ
く
り

加
茂
神
社
の
夏
祭
り

新
し
い
法
被
と
太
鼓
で
舞
を
奉
納

 
毎
年
８
月

１５
日
に
入
野
の
浜
で
開
催

さ
れ
る
「
シ
ー
サ
イ
ド
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」。

今
年
の
夏
は
天
候
が
不
安
定
で
、
開
催

が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
午
後
に
は
雨

も
上
が
り
、
予
定
通
り
行
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
午
後
６
時
、
日
が
暮
れ
て
涼
し
く
な

っ
た
砂
浜
で
行
わ
れ
た
「
砂
浜
ヨ
ガ
」

に
は
、
町
民
や
観
光
客
な
ど
約

１０
人
が

参
加
。
波
の
音
を
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
、
気
持
ち

よ
く
体
を
ほ
ぐ
し
ま
し
た
。

　
午
後
７
時
か
ら
は
「
ル
ア
ナ
と
楽
し

い
仲
間
た
ち
」
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
。
ハ
ワ

イ
ア
ン
の
音
楽
に
乗
せ
て
優
雅
な
踊
り

を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
次
第
に
宵
闇
が
濃
く
な
り
、
い
よ
い

よ
盆
踊
り
大
会
。
時
間
と
と
も
に
飛
び

入
り
参
加
が
増
え
て
、
や
ぐ
ら
を
囲
む

踊
り
子
の
輪
は
２
重
３
重
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。
子
ど
も
も
大
人
も
み
ん
な
笑

顔
で
、
見
よ
う
見
ま
ね
で
踊
っ
た
り
、

飛
ん
だ
り
跳
ね
た
り
。

　
踊
り
疲
れ
た
午
後
８
時

４０
分
。
ち
ょ

う
ち
ん
や
投
光
器
の
明
か
り
が
消
え
、

会
場
東
側
の
砂
浜
か
ら
花
火
が
打
ち
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
シ
ー
サ
イ
ド
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
住

民
や
地
元
企
業
の
寄
付
に
よ
り
花
火
を

打
ち
上
げ
ま
す
。
花
火
約
５
０
０
発
、

打
上
げ
時
間

３０
分
と
、
規
模
は
小
さ
め

で
す
が
、
砂
浜
に
座
っ
て
間
近
に
見
上

げ
る
の
が
人
気
。今
年
も
約
１
万
２
０
０

０
人
の
方
が
夏
の
夜
を
楽
し
み
ま
し
た
。

 　
毎
年
４
月
下
旬
か
ら
５
月
上
旬
に
、

坂
折
地
区
の
伊
与
木
川
周
辺
に
展
示
さ

れ
る
カ
ツ
オ
の
ぼ
り
と
紙
こ
い
の
ぼ
り
。

夏
休
み
を
利
用
し
て
、
地
元
小
学
生
や

佐
賀
中
学
校
・
大
方
高
校
の
美
術
部
員

ら
が
、
紙
こ
い
の
ぼ
り
の
作
成
に
協
力

し
ま
し
た
。

　
で
き
あ
が
っ
た

紙
こ
い
の
ぼ
り
は
、

来
年
の
展
示
に
使

わ
れ
る
ほ
か
、
５

月
３
日
の
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
子
ど

も
た
ち
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
さ
れ
ま
す
。

 　
入
野
松
原
内
に
あ
る
加
茂
神
社
で
、

７
月

２０
日
、
夏
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

例
年
、
早
咲
、
浜
の
宮
、
万
行
、
入
野

本
村
、
芝
の
５
地
区
が
１
年
交
代
で
神

輿
を
担
い
で
お
り
、
今
年
は
浜
の
宮
地

区
が
担
当
。

　
当
日
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

で
購
入
し
た
真
新

し
い
法
被
や
股
引

き
を
着
た
男
性
ら

が
、
神
輿
を
担
い

で
参
道
を
練
り
歩

き
、
子
ど
も
た
ち

が
花
取
り
踊
り
を

奉
納
し
ま
し
た
。

8月11日には、集会所に地元の小学生9人が集合。紙こい
のぼりの色付けなどを行いました。

上・誰でも参加できる砂浜ヨガ。講師は山元彩乃さん。中・
やぐらの前でフラダンス。ハワイの風を感じるひととき
です。下・そろいの法被で踊った入野本村の皆さん。

花取りを踊る浜の宮地区の子どもたち。新しい太鼓の力
強い音が鳴り響きました。
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県
立
大
方
高
校
生
が
考
案
・
開

発
し
た「
カ
ツ
オ
た
た
き
バ
ー
ガ
ー
」。

今
年
４
月
、
特
許
庁
か
ら
商
標
登

録
証
が
交
付
さ
れ
、
８
月
５
日
、

そ
の
取
扱
店
を
決
定
す
る
認
証
委

員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
事
前
に
提
出
さ
れ
た
申
請
書
を

基
に
審
査
し
、
県
立
大
方
高
校
の

ほ
か
、
黒
潮
町
の
道
の
駅
ビ
オ
ス

お
お
が
た
物
産
館
ひ
な
た
や
、
道

の
駅
な
ぶ
ら
土
佐
佐
賀
、
四
万
十

市
の
ス
ム
ー
ス
カ
フ
ェ
の
４
店
舗

が
認
証
し
ま
し
た
。
４
店
舗
は
、

９
月
か
ら
２
年
間
「
カ
ツ
オ
た
た

き
バ
ー
ガ
ー
」
と
い
う
名
称
を
使

っ
た
販
売
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
認
証
委
員
会
終
了
後
、

大
方
高
校
生
に
よ
る
廃
棄
ミ
ョ
ウ

ガ
を
使
っ
た
カ
ツ
オ
た
た
き
バ
ー

ガ
ー
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
、
出
席
し
た
委
員
の
方
か

ら
共
感
を
得
て
い
ま
し
た
。

　
黒
潮
町
で
は
、
今
後
も
取
扱
店

の
認
証
申
請
を
随
時
募
集
し
ま
す
。

認
証
を
希
望
す
る
店
舗
は
、
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、

役
場
総
務
課
企
画
振
興
係（
蕁
４

３
―
２
１
７
７
）ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

まちのできごとまちのできごとまちのできごと

４
店
舗
が「
カ
ツ
オ
た
た
き
バ
ー
ガ
ー
」認
証

認証書を受け取る大方高校生たち。取扱店には、
のぼり旗が配布されます。ロゴマークも大方高校
生がデザインしました。

大方高校生が開発した元祖カツオた
たきバーガーのほか、メンチカツ風、生
ハム風なども。

HELLO!
HELLO!
HELLO!
HELLO! SEE YOU！

SEE YOU！
SEE YOU！
SEE YOU！

新・旧ALTからのメッセージ新・旧ALTからのメッセージ新・旧ALTからのメッセージ

こんにちは！私はライアン・ビーティーと
申します。ニュージーランド人です。ニュ
ージーランドのギズボーンから来ました。
ギズボーンは自然と素敵な海がたくさ
んあります。黒潮町も同じだと思います！
だから黒潮町に住むことができて嬉し
いです。今年は頑張ります！！どうぞよろ
しくお願いします。Ryan

8月に新しいALTとしてライアンがニュージーランドからやってきました。
1年間の任期を終えたアブリルは、ニュージーランドへ帰国。

9月からは3年目のマスュー（カナダ出身）とライアンが町内の小中学校を担当します。

Hello皆さん！マスュー・マクレーンと申
します。マットと呼んでください。黒潮
町に住んで3年目になりました。こんな
きれいな素晴らしい町に住めて本当にう
れしいです。先生たちと子どもたちのお
陰で今までの英語活動は本当に楽し
かった！今年もいろいろな新しい経験を
してみたいです。今年もよろしくお願い
します！Matthew

みなさんこんにちは！1年間で
したがいっぱい思い出ができま
した。子どもはすごく元気、いつ
もいい笑顔でみんなやさしかっ
た。黒潮町に行ってとてもよか
ったです！人たちはすてき、景色
はとってもきれい、食べ物は一
番おいしい。いつか、また黒潮
町に帰りたいです。みなさん
お元気で。またね！（アブリル）

Avril
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地域おこし協力隊・田口佳子
蕁43－3306（旧馬荷小学校）

　夏真っ盛りですね。猛烈な暑さが続いたと思えば、台風が次々に到来して雨が続いたり、

皆さんは変わりなく過ごされているでしょうか？

　さて、夏といえばお祭り！ 7月は蛎瀬川地域の夏祭りにおじゃまさせ

ていただきました。こんな素晴らしい古き良き文化を今も守り、続けて

いることに私は心打たれました。

　しかし、残念なことに、どこの集落でも少子高齢化で、神輿の担ぎ手

不足のため、トラックに積んで地域を回ったり、神輿をもう何年も出し

ていない集落もありました。悲しいですね・・・。神輿の担ぎ手不足だけ

でなく、しめ縄作りや準備など、詳しいことを知る方々もどんどん高齢

化してきています。黒潮町だけではなく、どこの市町村も同じような壁

にぶつかっていることでしょう。

　簡単に解決できる問題ではありませんが、あきらめるわけにもいき

ません！ 今の子どもたちの時代も、その子どもたちの時代も、この文化、

伝統が続いて行くように、今、自分にできることをやっていこうと思い

ました。

　そして、いつも感じることは、おじいちゃん、おばあちゃんが元気であ

ること！情熱もパワーもすばらしく本当に感心します。私も見習わなく

てはいけませんね。

かき せ

御坊畑地区（上）
と馬荷地区（中・
下）の夏祭り。
神事の後、神輿
を積んだ軽ト
ラックが地域
を回りました。

●ムズング・ハワユ？（Muzungu, how are you?）
　ケニアのいなか町を歩くと、子どもたちのこんな大合唱に出
会います。ケニア人（特にいなかの人）はとてもフレンドリーで、
知らない人でも道ですれ違う時は必ずあいさつを交わしますが、
その気質は子どもたちも立派に受け継いでいて、外国人が通る
と「Muzungu, how are you?（外国人さん、お元気ですか？）」
と話しかけてくれます。まだ小さい子たちなので、「I'm fine
thank you, and you?（元気です、あなたは？）」と聞き返して
も返答することができないことが多いですが、外国人に対し、
英語がほぼ分からなくても臆することなく話しかけてくれる、
すごくフレンドリーな子どもたちに、いつも元気をもらってい
ます。
　日本人はあまり外国から来た方々に話しかけたりすることは
しませんが、なんでもよいから話しかけてもらえると嬉しいも
のなんだと分かりました。学校で教わったたった一言「Muzungu, 
how are you?」で、旅行者や仕事で来ている外国人を元気に
できるケニアの子どもたちから、毎日大切なことを教わってい
る気がします。

ケニア通信ケニア通信ケニア通信 ～ 青年海外協力隊 in Kenya ～
レポート：浜岡由衣（黒潮町佐賀出身）No.6

村の子どもたち

村の子どもたちと一緒に☆
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8月 場　　　所 時　　　間内　　　容

1日（金） 総合センター 個別に通知します乳 が ん 検 診
7日（木） 上分集会所 9：30～11：00上分ふれあいサロン

温
か
さ
残
る
「
竹
皮
草
履
」

平
和
な
世
の
中
に

「
お
・
も
・
て
・
な
・
し
」

くろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュース
町内児童・生徒が、身の回りのできごとなどをお伝えするコーナーです。

　
７
月

２３
日
、上
川
口
小
学
校
の「
被
爆
の
地
」の

石
碑
の
前
で
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
、６
年
生
全
員
が

参
列
し
ま
し
た
。こ
の
石
碑
は
、第
２
次
世
界
大

戦
の
時
に
爆
弾
を
投
下
さ
れ
て
亡
く
な
っ
た
人
た

ち
を
供
養
す
る
た
め
に
建
て
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
こ
ろ
上
川
口
小
学
校
に
は
立
派
な
講
堂
が
あ

り
、兵
隊
さ
ん
の
宿
舎
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
昭
和

４５
年
７
月

２３
日
、午
前
０
時

２０
分
に
爆
撃
機
、Ｂ

２９
の
大
編
隊
か
ら

２４
発
の
爆
弾
が
投
下
さ
れ
ま

し
た
。
兵
隊

９３
人
が
命
を
落
と
し
、上
川
口
に
住

ん
で
い
る
住
民
２
人
も
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。

　
ぼ
く
た
ち
が
慰
霊
碑
の
所
へ
行
く
と
、お
年
寄

り
が
碑
の
前
に
も
う
座
っ
て
い
ま
し
た
。ぼ
く
た
ち

が
後
ろ
に
立
っ
て
準
備
が
で
き
る
と
お
坊
さ
ん
が

碑
の
前
に
来
て
、お
経
を
唱
え
始
め
ま
し
た
。

１０

分
ぐ
ら
い
お
経
を
唱
え
る
と
、ぼ
く
た
ち
か
ら
焼

香
を
し
ま
し
た
。そ
の
時
、前
か
ら
お
年
寄
り
の
方
々

を
見
て
み
る
と
真
剣
な
目

つ
き
で
し
た
。ぼ
く
は
な
ぜ

か
悲
し
い
気
分
に
な
り
ま

し
た
。で
も

６９
年
経
っ
た
今

で
も
上
川
口
小
学
校
で
学

ん
で
い
る
ぼ
く
た
ち
が
一
緒

に
供
養
で
き
る
こ
と
を
お

年
寄
り
の
方
々
に
喜
ん
で

も
ら
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
慰
霊
祭
に
初
め
て
参
列
し
て
、６９
年
前
の
悲
惨

さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
し
た
。こ
れ
か
ら
も
こ

の
出
来
事
を
絶
対
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
う

し
、何
よ
り
こ
の
こ
と
を
後
世
に
伝
え
て
語
り
継
い

で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
　（
上
川
口
小
学
校
　
６
年
　
下
村
　

勝
真
）

　
６
月

２１
日
に
、
佐
賀
中
学
校
で
「
佐
中
祭
」

が
あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち
３
年
生
に
と
っ
て
は
、

最
後
の
「
佐
中
祭
」
で
あ
り
、
中
心
と
な
っ
て

が
ん
ば
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
、
私
は
た
こ
焼
き
を
販
売
し
ま
し
た
。

準
備
の
段
階
で
は
、
た
こ
焼
き
器
が
借
り
ら
れ

な
い
か
も
し
れ

な
い
と
か
、
カ

ッ
プ
の
大
き
さ

が
違
う
な
ど
の

ト
ラ
ブ
ル
が
発

生
し
ま
し
た
。

で
も
、
さ
ま
ざ

ま
な
ア
イ
デ
ア

や
工
夫
で
販
売

が
実
現
し
ま
し

た
。

　
「
佐
中
祭
」

当
日
は
、
始
ま

る
前
か
ら
た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ん
が
来
て
く
れ

て
い
ま
し
た
。
お
客
さ
ん
の
反
応
も
良
く
、
作

っ
た
物
も
た
く
さ
ん
売
れ
て
、
と
て
も
嬉
し
か

っ
た
で
す
。
そ
し
て
、
友
だ
ち
と
が
ん
ば
っ
た

３
年
生
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
も
い
い
思
い
出
に
な

り
ま
し
た
。

　
ア
イ
デ
ア
と
工
夫
が
い
っ
ぱ
い
の「
佐
中
祭
」、

来
年
も
後
輩
た
ち
の
が
ん
ば
り
が
楽
し
み
で
す
。

（
佐
賀
中
学
校
　
３
年
　
山
下
 

沙
希
）

　
７
月
７
日
か
ら
の
３
日
間
、
大
方
中
２
年
生

の
人
権
学
習
の
一
つ
と
し
て
、
学
級
ご
と
に
大

方
町
民
館
で
「
竹
皮
草
履
作
り
」
を
教
わ
り
ま

し
た
。

　
竹
皮
草
履
作
り
は
、
万

行
の
伝
統
的
な
産
業
で
し

た
が
、
現
在
で
は
ビ
ニ
ー

ル
製
の
履
物
が
多
く
な
り
、

そ
の
名
は
だ
ん
だ
ん
薄
れ

て
い
っ
た
そ
う
で
す
。

　
竹
皮
草
履
作
り
は
初
め

て
で
し
た
。
編
み
目
に
す

き
間
が
で
き
た
り
、
編
み

目
が
不
揃
い
に
な
っ
た
り

と
、
地
元
の
方
々
の
よ
う
な
草
履
が
で
き
ま
せ

ん
。
何
度
も
作
り
方
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
の
度

に
「
こ
こ
は
ね
…
」
と
笑
顔
で
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。
お
か
げ
で
、短
い
時
間
で
し
た
が
、
な

ん
と
か
草
履
の
片
方
だ
け
は
仕
上
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
数
日
後
、
草
履
の
も
う
片
方
を
地
元
の
方
々

が
作
っ
て
く
だ
さ
り
、
み
ん
な
の
手
元
に
届
き

ま
し
た
。
履
い
て
み
る
と
、
足
の
裏
が
涼
し
く

て
、「
手
作
り
っ
て
い
い
な
」
と
思
え
る
温
か
さ

が
あ
り
ま
し
た
。

　
３
日
間
教
え
て
下
さ
っ
た
地
元
の
皆
さ
ん
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
大
方
中
学
校
　
２
年
　
山
闢
 

媛
加
）
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9月 場　　　所 時　　　間内　　　容

17日（水） 加持本村集会所 10：00～12：00加持本村ふれあいサロン

18日（木） 大方橘川集会所 9：30～10：30大 方 橘 川 健 康 相 談

旧伊田小学校 ※08：00～09：00
肺 が ん 検 診

大腸がん検診　容器配布

19日（金）
旧伊田小学校体育館 ※09：00～10：30特 定 健 診

浮津集落センター ※13：30～14：20肺 が ん 検 診

浮津集落センター ※13：50～14：20大腸がん検診　容器配布

浮津集落センター

灘集会所、伊田浦集会所、伊田郷集会所、
王無集会所、浮津集落センター

有井川集会所、米原集会所、
口湊川集会所、奥湊川集会所

※14：30～15：30特 定 健 診

22日（月）
9：00まで

大腸がん検診　容器回収
（19日配布分）

24日（水） ふるさと総合センター ※13：00～13：30乳 児 健 診

出口集会所 10：00～12：00出口ふれあいサロン

25日（木）
下田の口コミュニティセンター 9：30～12：00下田の口ふれあいサロン

田野浦集会所 10：00～12：00田野浦ふれあいサロン

JA高知はた南部事業所
※09：00～11：00
※13：30～15：00

乳 が ん 検 診
26日（金）

伊田浦老人憩の家 9：30～12：00伊田ふれあいサロン

小川ふれあいサロン

有井川集会所 ※08：00～09：00

小川集落センター 10：00～12：00

肺 が ん 検 診

胃 が ん 検 診

大腸がん検診　容器配布

30日（火）

29日（月）

有井川集会所 ※09：30～10：30特 定 健 診

口湊川　加治屋前広場 ※13：30～13：45
肺 が ん 検 診

湊川ふれあいセンター ※13：55～14：20

湊川ふれあいセンター ※13：50～14：20大腸がん検診　容器配布

湊川ふれあいセンター ※14：30～15：30特 定 健 診

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

9
月
中
旬
か
ら
１０
月
中
旬
ま
で
の
健
康
に
関
す
る
行
事
予
定
で
す
。

変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
担
当
係
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

注）表中の※印は、受付時間となります。
大方地域

10月 場　　　所 時　　　間内　　　容

2日（木） 灘集会所 9：30～10：30灘 健 康 相 談

3日（金）
9：00まで

大腸がん検診　容器回収
（9月30日配布分）

入野本村集会所 10：00～12：00入野本村ふれあいサロン

6日（月） 奥湊川老人憩の家 10：00～12：00奥 湊 川 健 康 相 談

8日（水） 下田の口コミュニティセンター 9：30～12：00下田の口ふれあいサロン

9日（木）
浮津集落センター 9：30～12：00浮津ふれあいサロン

上川口郷集会所 9：30～12：00上川口郷ふれあいサロン

10日（金） 田野浦集会所
※09：00～10：00
※13：30～14：30特 定 健 診

中馬荷集落センター ※09：20～09：40

14日（火） 出口集会所 ※10：10～10：30大腸がん検診　容器配布

田野浦集会所 ※10：50～11：30

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係
　
　
　
　
蕁
4
3
―
2
8
3
6（
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー
　
蕁
5
5
―
7
3
7
3（
直
通
）



広報くろしお  №102　2014（平成26）年9月号澀

●献血バスがやってきます！

400裨献血にご協力を！

次の日程で献血バスがやってきます。
気軽にできるボランティアとして、献血にぜひご協力ください。

　医療現場では、400裨献血の血液を必要としています。その理由は、一人ひとりの血液は、たとえ血
液型が同じでも微妙に違っているためです。
　一人の患者に複数の献血者からの血液を輸血すると、その献血者が多いほど副作用（発熱や発疹な
ど）発生の可能性が高くなります。400裨献血は、200裨献血に比べて献血量が多いことから、少ない
献血者からの輸血を可能にし、患者の安全性を向上させる献血方法です。
　そういう理由から、現在、献血バスでは400裨献血のみとなっています。皆さんのご理解とご協力
をお願いします。

9月 場　　　所 時　　　間内　　　容

16日（火） 熊野浦集会所 10：00～13：00熊野浦ふれあいサロン

22日（月） 佐賀保育所 9：30～11：00佐 賀 愛 育 相 談

29日（月） 鈴漁民センター 10：00～13：00鈴 ふ れ あ い サ ロ ン

10月 場　　　所 時　　　間内　　　容

7日（火） 市野々川集会所 9：30～11：00市野々川ふれあいサロン

8日（水）
支援センター「こぶし」

個別に案内します子 宮 が ん 検 診
総合センター

9日（木） 上分集会所 9：30～11：00上分ふれあいサロン

佐賀地域

●食生活をもう一度、見直しませんか？　～栄養教室のご案内～
　今年度、黒潮町では、メタボリックシンドローム（内臓脂肪型肥満症候群）や生活習慣病予防を目的に、栄

養士による「栄養教室」を実施します。特定健診の結果、特定保健指導となった方が主な対象ですが、今回

は、栄養・食事について関心のある方や食生活を改善したいと考えている方も参加できます。バランスのと

れたおいしい昼食もあります。

　興味のある方は、参加希望日の3日前までに6ページ右下のお問い合わせ先へご連絡ください。多くの方

の参加をお待ちしています。

※定員20人になり次第受付を終了します。

開催日 時　　間 場　　所 内　　容

9月18日（木）

10：00～13：00

保健福祉センター（本庁前）

10月20日（月）  総合センター（佐賀支所前）

平成27年1月22日（木） 保健福祉センター（本庁前）

栄養・食生活について（講話）
食事バランスガイド・弁当箱法
について
バイキング方式の昼食会　など

日　　時 時　　間 実施場所

10月1日（水）
09：30～12：00

13：00～16：30

10月2日（木）
09：00～11：30

○お問い合わせ　黒潮町役場 佐賀支所 地域住民課 保健センター　蕁55－7373（直通）
　　　　　　　　高知県赤十字血液センター　　　　　　　　　　蕁088－833－6666

【お問い合わせ】佐賀支所 地域住民課 保健センター　蕁55－7373（直通）

保健福祉センター（本庁前）

総合センター（佐賀支所前）

12：30～13：30 明神水産（株）駐車場 ※バスでは400ml献血のみです。
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〜
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る
災
害
へ
の
備
え
〜

〜
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る
災
害
へ
の
備
え
〜

○
お
問
い
合
わ
せ
 

【
本
庁
】
情
報
防
災
課 

消
防
防
災
係
　
蕁
4
3
―
2
1
8
8（
課
直
通
）　
【
佐
賀
支
所
】
地
域
住
民
課 
総
合
窓
口
第
１
係
 
蕁
5
5
―
3
1
1
3（
直
通
）

　「
被
災
建
築
物
応
急
危
険
度
判
定
」は
、

地
震
で
被
災
し
た
建
物
に
つ
い
て
、
余

震
で
倒
壊
す
る
な
ど
の
危
険
性
が
あ
る

か
ど
う
か
を
判
定
し
て
表
示
を
行
う
も

の
で
す
。
　
　

　
国
や
地
方
公
共
団
体
、
建
築
関
係
団

体
な
ど
が
連
携
し
、
被
災
地
域
に
判
定

士
を
派
遣
し
て
行
い
ま
す
。

　
大
き
な
地
震
が
起
き
る
と
建
物
は
少

な
か
ら
ず
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
、
倒
壊
は

免
れ
て
い
て
も
地
震
に
対
す
る
強
さ
が

弱
ま
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

大
き
な
地
震
の
後
に
は
数
回
の
余
震
が

予
想
さ
れ
ま
す
が
、
弱
く
な
っ
た
建
物

は
、
余
震
に
よ
っ
て
倒
壊
し
た
り
部
材

が
落
下
し
た
り
し
て
人
的
被
害
を
起
こ

し
か
ね
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
被
災
者

が
そ
の
ま
ま
家
に
い
て
い
い
の
か
、
避

難
所
に
避
難
し
た
方
が
い
い
の
か
な
ど

を
判
断
す
る
た
め
に
、
救
命
・
救
急
・

消
防
活
動
と
並
行
し
て
で
き
る
だ
け
速

や
か
に
応
急
危
険
度
判
定
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
地
震
発
生
後
の
建
物
の
判
定

に
は
次
の
よ
う
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
判
定
の
目
的
や
基
準
が
そ
れ

ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。

■
被
災
度
区
分
判
定

建
物
の
復
旧
対
策
を
検
討
す
る
目
的
で

応
急
危
険
度
判
定
後
に
建
物
の
被
災
度

を
詳
細
に
判
定
す
る
も
の

■
住
家
被
害
認
定

「
り
災
証
明
書
」
を
発
行
す
る
目
的
で

被
害
程
度
を
認
定
す
る
も
の

　
ま
た
、
建
物
と
同
様
に
、
造
成
さ
れ

た
宅
地
に
対
し
て
も
災
害
時
の
応
急
対

策
と
し
て
危
険
度
を
判
定
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

■
被
災
宅
地
危
険
度
判
定
　

　
地
震
や
降
雨
な
ど
に
よ
る
宅
地
災
害

が
広
範
囲
に
発
生
し
た
後
に
、
二
次
災

害
を
防
ぐ
目
的
で
被
害
の
状
況
を
把
握

し
て
宅
地
の
危
険
度
を
判
定
す
る
も
の

※
降
雨
災
害
に
も
対
応
す
る
と
こ
ろ
が

建
物
の
応
急
危
険
度
判
定
と
違
い
ま

す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
判
定
の
た
め
の
調
査
の
際
に
は
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
存
じ
で
す
か
？

被
災
建
築
物
応
急
危
険
度
判
定

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を

受
け
ま
し
ょ
う
！

　
黒
潮
町
で
は
、
近
い
将
来
発
生

が
予
想
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震

に
備
え
て
、
住
宅
の
耐
震
化
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
建

て
ら
れ
た
木
造
住
宅
を
対
象
と
し

て
、
希
望
す
る
方
に
耐
震
診
断
士

を
派
遣
す
る
事
業
を“
無
料
”で
行

っ
て
い
ま
す
。

　
自
ら
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
な
ど

の
大
切
な
命
・
財
産
を
守
る
た
め

に
も
、
積
極
的
に
耐
震
診
断
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

情
報
防
災
課

　
南
海
地
震
対
策
係
　

蕁
４
３
―
２
１
８
８（
課
直
通
）

（緑）

この建物は使用可能です。 この建物に立ち入る場合は
十分に注意してください。

この建物に立ち入ることは
危険です。

（黄） （赤）

↓被災建築物応急危険度判定の例

判定結果は3種類のステッカーを建物の出入口などに貼り付けて表示します。ステッカーはそれぞれＡ3サイズです。

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心
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国保会計国保会計国保会計みんなでささえる

○お問い合わせ　【本　　庁】住民課 国保係　　　　　　　蕁43－2800（課直通）

　　　　　　　　【佐賀支所】地域住民課 総合窓口第2係　蕁55－3112（課直通）

～ 保険税（料）の納付方法 ～
　国民健康保険（以下、国保）の保険税、後期高齢者医療の保険料の納付方法は、「特別徴収」と「普通
徴収」の２通りがあります。
　保険税（料）は、年ごとに所得や世帯構成によって決まり、所得の変化、世帯構成の異動などで保
険税（料）が増減した場合、昨年と徴収方法が変わることがあります。

　特別徴収（年金天引き）については、新年度の4・6・8月分は、前年度の2月の天引き額が仮徴収さ
れます。その後、新年度の年間分の保険税（料）額が確定し、10・12・2月分に、年間分の保険税（料）
額と仮徴収した額の差額が本徴収されます。
　中には、前年中の所得の増加などに伴い、年間分の保険税（料）額が前年よりも増加し、仮徴収し
た額との差額が大きすぎて、10月以降が特別徴収（年金天引き）できず、普通徴収（納付書払いなど）
に移行する場合もあります。その場合は、7月中旬に送付した保険税（料）額決定通知書に納付書を
同封しています。納付書を見落とし、納付が遅れてしまうことのないようご注意ください。
　普通徴収（納付書払い）となった場合は、便利で確実な口座振替をおすすめします。口座振替を希
望する場合は、納付書に記載のある金融機関で届出をお願いします。
　なお、国保から後期高齢者医療保険に移行した方で、引き続き口座振替を希望する場合は、保険
が変わるため、改めて金融機関で届出を行ってください。

世帯構成 徴収方法 納付方法 条　　件

特別徴収 年金天引き

■ 国保　保険税

国保加入者全員が
65歳以上75歳未
満の世帯

その他の世帯

以下の条件を満たしている時
・世帯主が国保に加入し、世帯主の年金が

年18万円以上
・特別徴収されている介護保険料と住民税

と国保税の合計が年金の1／2を超えな
い場合

・本年2月に特別徴収されている方

年　　齢 徴収方法 納付方法 条　件

特別徴収 年金天引き

■ 後期高齢者医療　保険料

76歳以上の方

75歳になり新規
に加入した方

・特別徴収されている介護保険料と住民税
と後期保険料の合計が年金の1／2を超
えない場合

・本年2月に特別徴収されている方

普通徴収 ① 納付書
② 口座振替

・特別徴収にならない場合

�普通徴収 ① 納付書
② 口座振替

普通徴収 ① 納付書
② 口座振替

・特別徴収にならない場合

※基準時に条件を満たす場合は、年度途中
から特別徴収に移行する場合もあります。

�普通徴収 ① 納付書
② 口座振替
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健

知

袋

康

恵

「
う
つ
病
」を
知
ろ
う

　
「
う
つ
」
と
い
う

言
葉
は
、
気
分
が

落
ち
込
ん
で
い
る

状
態
と
し
て
日
常

よ
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
病
気
に
な

る
と
、
思
考
や
感
情
、
意
欲
や
行
動
、

さ
ら
に
は
身
体
面
に
ま
で
症
状
が
あ
ら

わ
れ
て
き
ま
す
。

　
「
う
つ
」
は
、
決
し
て
気
持
ち
や
性

格
の
弱
さ
で
起
こ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
最
初
は
身
体
の
不
調
や
ち
ょ
っ

と
し
た
気
分
の
落
ち
込
み
に
見
え
る
こ

と
も
多
く
、
周
囲
の
方
も
本
人
が
抱
え

て
い
る
本
当
の
心
の
苦
し
み
に
気
づ
き

に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

安
易
に
対
応
し
、
症
状
を
長
引
か
せ
た

り
、
か
え
っ
て
悪
化
さ
せ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　
最
近
、
環
境
や
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変

化
に
よ
っ
て
、
う
つ
症
状
で
苦
し
む
方

が
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
本
人
や
家

族
だ
け
で
な
く
、
み
ん
な
が
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
も
、
う
つ
状
態

や
う
つ
病
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

■
「
う
つ
」
と
は
？

　
単
な
る
気
分
の
落
ち
込
み
と
は
違
い

ま
す
。
自
分
の
努
力
だ
け
で
は
ど
う
に

も
な
ら
な
い
病
気
の
状
態
で
す
。

　
う
つ
病
は
、
脳
内
の
神
経
伝
達
物
質

が
正
常
に
働
か
な
く
な
っ
て
病
気
の
状

態
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
几
帳
面
で
ま
じ
め
、
責
任
感
が
強
い

方
が
う
つ
病
に
な
り
や
す
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
多
く
の
方
に
共

通
し
た
特
徴
で
す
。
こ
れ
ら
が
人
並
み

以
上
に
強
い
場
合
や
ス
ト
レ
ス
を
受
け

止
め
や
す
い
性
格
の
方
は
、
結
果
と
し

て
う
つ
病
に
な
り
や
す
い
と
言
え
ま
す
。

　
ま
た
、
昇
進
や
退
職
、
引
っ
越
し
や

近
親
者
の
死
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活

体
験
が
う
つ
病
の
き
っ
か
け
に
な
り
ま

す
。
ス
ト
レ
ス
の
原
因
、
個
人
の
性
格
、

行
動
の
仕
方
な
ど
が
相
互
に
関
係
し
て
、

う
つ
病
を
発
症
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
最
近
の
調
査
で
は
、
人
口
の
約

１０
％

の
方
が
一
生
に
一
度
は
、
う
つ
病
を
経

験
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
う
つ
病

は
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
身
近
な
病
気

で
す
。

■
治
療
方
法

　
薬
で
の
治
療
が
基
本
で
す
が
、
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
も
組
み
合
わ
せ
て
、

も
の
の
考
え
方
な
ど
を
柔
軟
に
と
ら
え

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
回
復
に
は
波
が
あ
り
ま
す
が
、
必
ず

良
く
な
り
ま
す
。
良
く
な
っ
た
り
悪
く

な
っ
た
り
を
繰
り
返
し
な
が
ら
回
復
し

て
い
き
ま
す
。

　
周
囲
の
方
は
、
焦
り
や
不
安
が
あ
る

の
で
、
本
人
を
励
ま
し
た
り
、
叱
っ
た

り
し
が
ち
で
す
が
、
う
つ
病
の
方
に
と

っ
て
は
負
担
と
な
り
逆
効
果
。
気
長
に

回
復
を
待
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。

■
自
殺
予
防

　
自
殺
の
予
防
が
最
も
重
要
で
す
。「
死

に
た
い
」
と
い
う
言
葉
が
出
た
ら
、
決

し
て
軽
く
考
え
ず
治
療
を
勧
め
て
く
だ

さ
い
。「
絶
対
自
殺
を
し
な
い
」
と
い
う

約
束
を
本
人
と
交
わ
す
こ
と
も
必
要
で

す
。
こ
の
約
束
が
自
殺
の
大
き
な
歯
止

め
と
な
り
ま
す
。

　
回
復
し
て
く
る
と
、
本
人
も
周
囲
も

安
心
し
て
ほ
っ
と
し
が
ち
で
す
が
、
油

断
は
禁
物
で
す
。
こ
の
時
期
は
、
早
く

元
に
戻
ろ
う
と
無
理
を
し
て
、
症
状
が

悪
化
し
た
り
、
自
殺
を
引
き
起
こ
し
た

り
し
ま
す
。
あ
く
ま
で
も
、
じ
っ
く
り
、

ゆ
っ
た
り
療
養
す
る
こ
と
を
心
が
け
、

主
治
医
と
連
絡
を
取
り
合
っ
て
、
注
意

深
く
見
守
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
ど
の
よ
う
に
医
療
機
関
へ
受
診
し
た

ら
よ
い
か
悩
ん
で
い
る
方
は
、
役
場
保

健
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

 
本
庁 
健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係

　
　
蕁
４
３
―
２
８
３
６（
直
通
）

　
佐
賀
支
所 
地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
蕁
５
５
―
７
３
７
３（
直
通
）

う
つ
病
を
疑
う
サ
イ
ン

【
本
人
が
気
づ
く
変
化
】

①
悲
し
い
、憂
う
つ
な
、沈
ん
だ
気
分

②
何
事
に
も
興
味
が
わ
か
ず
、楽
し
く

な
い

③
疲
れ
や
す
く
、だ
る
い

④
お
っ
く
う
、何
も
す
る
気
が
し
な
い

⑤
寝
つ
き
が
わ
る
く
、朝
早
く
目
覚
め

る
⑥
食
欲
が
な
く
な
る

⑦
人
に
会
い
た
く
な
く
な
る

⑧
夕
方
よ
り
朝
方
の
方
が
気
分
、体
調

が
悪
い

⑨
心
配
事
が
頭
か
ら
離
れ
ず
、考
え
が

堂
々
め
ぐ
り
す
る

⑩
失
敗
や
悲
し
み
、失
望
か
ら
立
ち
直

れ
な
い

⑪
自
分
を
責
め
、自
分
は
価
値
が
な
い

と
感
じ
る

【
周
囲
が
気
づ
く
変
化
】

①
以
前
と
比
べ
て
表
情
が
暗
く
、元
気

が
な
い

②
体
調
不
良
の
訴
え
が
多
く
な
る

③
仕
事
や
家
事
の
能
率
が
低
下
、ミ
ス

が
増
え
る

④
周
囲
と
の
交
流
を
避
け
る
よ
う
に
な
る

⑤
遅
刻
、早
退
、欠
席
が
増
加
す
る

⑥
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
、外
出
を
し
な
く

な
る

⑦
飲
酒
量
が
増
え
る

※
該
当
す
る
場
合
は
、早
め
に
病
院
を

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
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介護保険料は大切な財源です。納付期限までにお納めを　～安心で便利な口座振替を！～

【お問い合わせ】本庁 健康福祉課 介護保険係　蕁43－2116（課直通）

住宅改修費の支給について
介護保険広報シリーズ　イド介護保険介護保険介護保険 ガ

　要介護（要支援）の認定を受けられた方が、住まいの環境を整備することにより、暮らしの安全性を高
め、体への負担を軽減するとともに、「できない」ことが「できる」ようになり、心身の状態が改善される
よう促すことを目的としています。自宅内への手すりの取り付けや、段差解消など、小規模な改修（上
限20万円）を行ったとき、改修費用のうち9割を支給する制度です。
　【例】10万円の改修を行った場合、9万円は介護保険から支給、1万円は自己負担となります。

■ 住宅改修費の支給は、自宅でのよりよい暮らしのための制度です

●住宅改修は『事前申請』が必要です
　支給を受ける場合、ケアマネジャーに相談し、住宅改修の工事をする前に理由書・見積書・見取り
図・写真などの必要書類を添付して町に申請し、改修内容の審査を受ける必要があります。
　町が要介護（要支援）認定者の心身の状況や住宅の状況などから、改修が必要と認めた場合に限り、
住宅改修費を支給します。

●支払方法は2つから選択できます
①償 還 払 い　申請者が、住宅改修にかかった費用の全額を事業者に支払った後、町から支給する9

割分を受け取ることができます。
②受領委任払い　申請者が、住宅改修にかかった費用の1割を事業者に支払った後、残りの9割を、利用

者の委任に基づき、町から事業者に支払います。

●住宅改修費の支給対象となる改修　
工　事　の　種　類 内　　　容　　　の　　　例

※上記以外の住宅改修や新築などは対象外です。
※改修できる住宅は介護保険証の住所地に限られます。

② 段差の解消
・廊下、便所、浴室、玄関など各室間の床の段差の解消
・玄関から道路までの通路などの段差または傾斜の解消

① 手すりの取り付け
・廊下、階段、便所、浴室、玄関、玄関から道路までの通路などへの手す

りの取り付け

⑥ その他①から⑤の改修に伴っ
て必要となる工事

・手すり取り付けのための壁の下地補強工事
・便器の取り替えに伴う給排水設備工事（水洗化に係る工事は除く）など

⑤ 便器の取り替え ・和式便器を洋式便器へ取り替え

④ 扉の取り替え ・開き戸を引き戸・折戸・アコーディオンカーテンなどに取り替え
・扉の撤去、ドアノブの変更、戸車の設置など

③ 床材や通路面の変更
・畳から板製床材、ビニル床材などへの変更
・浴室床材をすべりにくい床材へ変更
・通路面をすべりにくい舗装材へ変更
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◆
は
じ
め
に

　
本
校
は
『
人
間
を
大
事
に
』
を

教
育
目
標
と
し
、
人
権
・「
同
和
」

教
育
を
根
底
に
据
え
、
い
じ
め
や

差
別
を
許
さ
な
い
人
と
し
て
の
生

き
方
を
大
事
に
し
た
日
々
の
生
活

や
授
業
や
部
活
動
、
さ
ら
に
生
徒

会
活
動
・
学
校
行
事
に
、
全
校
挙

げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
は
「
特
別
支
援

教
育
」
を
柱
に
据
え
た
学
校
づ
く

り
指
定
事
業
を
受
け
、
校
内
研
究

テ
ー
マ
を
『
「
自
ら
学
ぶ
力
」
を
育

て
る
指
導
方
法
の
研
究
〜
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
基
づ
い
た
授

業
づ
く
り
〜
』
と
し
て
、「
基
礎
学

力
の
定
着
と
充
実
」
お
よ
び
「
仲

間
づ
く
り
」を
推
進
す
る
た
め
に
、

学
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
仲
間

づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
２
部
会

を
中
心
に
校
内
研
修
を
充
実
さ
せ

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◆
基
礎
学
力
の
定
着
と
充
実

　
〜
授
業
改
善
と
家
庭
学
習
〜

　
下
の
表
が
学
力
の
状
況
で
、学

年
や
教
科
に
よ
っ
て
課
題
が
あ
り

ま
す
。
基
礎
学
力
の
定
着
を
図
り

学
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、

日
々
の
授
業
の
充
実
と
家
庭
学
習

を
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
基
本
と
な

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
①
「
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
基
づ
い
た
授

業
づ
く
り
」の
５
つ
の
基
本
構
造
、

環
境
の
工
夫
、
情
報
伝
達
の
工
夫
、

活
動
内
容
の
工
夫
、
教
材
・
教
具

の
工
夫
、
評
価
の
工
夫
に
つ
い
て

研
究
を
深
め
、
だ
れ
も
が
「
わ
か

る
、
で
き
る
」
授
業
づ
く
り
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。
②
「
形
成
テ
ス

ト
」（
授
業
始
め
の
５
分
間
テ
ス
ト
・

Ｃ
Ｔ
）
を
導
入
し
た
「
授
業
づ
く

り
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
の
取
り
組

み
に
も
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

こ
の
形
成
テ
ス
ト
は
、
単
元
や
期

末
の
各
テ
ス
ト
に
も
反
映
さ
れ
る

も
の
で
、
日
々
の
形
成
テ
ス
ト
で

７
〜
８
割
を
ク
リ
ア（
７
〜
８
割

未
満
は
補
充
学
習
）し
て
い
く
こ

と
で
各
テ
ス
ト
の
成
果
に
つ
な
げ
、

努
力
し
た
達
成
感
を
味
わ
わ
せ
、

学
習
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目
標

に
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
家
庭

学
習
の
内
容
を
形
成
テ
ス
ト
と
連

動
さ
せ
、
内
容
の
充
実
と
成
果
に

つ
な
げ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
１
学
期
末
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

ほ
ぼ
全
員
の
生
徒
が
有
用
感
を
感

じ
、
意
欲
的
に
取
り
組
め
た
と
答

え
て
い
ま
す
。
形
成
テ
ス
ト
へ
の

取
り
組
み
を
よ
り
一
層
充
実
さ
せ

て
、家
庭
学
習
の
質
と
量
の
向
上

を
図
り
な
が
ら
、
基
礎
学
力
の
定

着
と
学
力
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
仲
間
づ
く
り

　
〜
生
徒
会
活
動
や

　
　
　
学
校
行
事
を
通
し
て
〜

　
本
校
で
は
、
授
業
だ
け
で
な
く

生
徒
会
活
動
・
部
活
動
や
学
校
行

事
を
通
し
て
、
仲
間
づ
く
り
を
す

す
め
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
本

校
の
３
大
行
事
と
い
え
る
の
が
、

「
佐
中
祭
」「
運
動
会
」「
人
権
集
会
」

に
な
り
ま
す
。

　
特
に
生
徒
主
体
で
取
り
組
む「
佐

中
祭
」
は
、
今
年
で

１５
年
目
を
迎

え
る
本
校
独
自
の
生
徒
一
人
ひ
と

り
が
主
役
の
行
事
で
す
。
今
年
度

は
『
お
・
も
・
て
・
な
・
し
〜
僕

た
ち
の
頑
張
り
が
人
々
を
救
う
〜
』

を
テ
ー
マ
に
掲
げ
て
６
月
に
行
い

ま
し
た
。
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨

で
し
た
が
、
生
徒
会
執
行
部
や
３

年
生
を
中
心
に
積
極
的
に
活
動
し
、

縦
割
り
班
の
店
舗
活
動
や
ス
テ
ー

ジ
発
表
に
意
欲
的
に
取
り
組
み
、

み
ん
な
の
力
で
佐
中
祭
を
成
功
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
生
徒

全
員
が
心
を
込
め
て
準
備
と
練
習

を
重
ね
て
開
催
す
る
こ
の
佐
中
祭

は
、
地
域
に
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
る

行
事
と
し
て
し
っ
か
り
と
定
着
し

て
い
ま
す
。

◆
防
災
教
育

　
今
年
度
も
地
震
・
津
波
か
ら
命

を
守
る
た
め
の
防
災
教
育
を
積
極

的
に
推
進
し
、
自
ら
の
命
を
守
る

た
め
に
「
主
体
的
に
行
動
し
、
正

し
く
判
断
で
き
る
力
」
を
育
て
る

た
め
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
防
災
教
育
の
目
標
を
「
人
間
を

大
事
に
す
る
」
防
災
教
育
の
推
進

と
し
、
各
学
年
の
テ
ー
マ
を
、
１

年
「
命
を
守
る
た
め
に
　
私
た
ち

に
で
き
る
こ
と
は
」
、
２
年
「
災

害
に
備
え
る
　
地
域
を
見
つ
め
て
」、

３
年
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

佐
賀
」
と
し
て
防
災
学
習
を
深
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
６
月
に
は

地
域
と
連
携
し
た
避
難
訓
練
も
初

め
て
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
災
害
時
に
は
地
域
の
つ
な
が

り
が
減
災
に
つ
な
が
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
今
後
も
学
校
と

家
庭
・
地
域
が
連
携
し
て
、
命
と

生
活
を
自
ら
守
る
た
め
の
防
災
教

育
の
充
実
を
、
よ
り
一
層
図
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　

佐
賀
中
学
校

『
人
間
を
大
事
に
』

〜
自
他
と
も
に

大
切
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
〜

校
長
　
広
井
　
紳
一

りよだ校学

「１年歓迎遠足」
みんなで仲良く

「授業風景」
ユニバーサルデザインに基づく

授業づくり

雨天の中、大盛況の佐中祭
（関連記事５ページ）

地域や保育所・小学校との
合同避難訓練

平成26年度　標準学力調査結果
（全国を1とする）

国語

1.01 1.04 1.05

0.97

1年

2年 0.99 1.01 1.00

数学 英語 理科

0.92

0.86

3年 0.93 1.05 0.87

社会
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伊
与
喜
小
学
校

『
心
豊
か
に
学
び
合
い
高
め
合

 う
児
童
の
育
成
』を
め
ざ
し
て

校
長
　
橋
田
　
ま
や

◆
は
じ
め
に

　
本
校
は
、
三
方
山
や
伊
与
木
川

な
ど
の
自
然
に
囲
ま
れ
た
６
地
区

か
ら
な
り
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々

は
と
て
も
温
か
く
、
学
校
に
も
た

い
へ
ん
協
力
的
で
す
。

 
本
年
度
は
、
児
童
数

１７
人
、
完

全
複
式
の
３
学
級
編
成
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
　
　
　
　

　
児
童
は
、
明
る
く
素
直
で
学
習

に
も
ま
じ
め
に
取
り
組
み
、
行
事

や
作
業
も
み
ん
な
で
協
力
し
て
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
自
分
の
考
え
を
発
表

し
た
り
、
学
習
や
活
動
を
主
体
的
・

意
欲
的
に
行
っ
た
り
す
る
こ
と
に

は
や
や
弱
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

◆
学
校
教
育
目
標

　
学
校
教
育
目
標
を
『
心
豊
か
に

学
び
合
い
高
め
合
う
児
童
の
育
成
』

と
設
定
し
、
具
体
的
に
は
、

①
課
題
に
主
体
的
に
向
き
合
い
、自

分
の
考
え
や
思
い
を
表
現
す
る

②
仲
間
と
共
に
学
び
合
い
高
め
合
う

③
学
ん
だ
こ
と
を
生
活
に
生
か
す

と
し
て
、
仲
間
と
共
に
学
び
合

い
高
め
合
い
な
が
ら
、
学
校
と

い
う
集
団
の
中
で
こ
そ
の
学
び

や
、
学
ぶ
喜
び
を
大
切
に
で
き

る
心
豊
か
な
児
童
の
育
成
を
め

ざ
し
て
い
き
ま
す
。

◆
校
内
研
修
の
充
実
と
指
導
力
の

向
上

　
研
究
主
題
を『
主
体
的
に
学
び
、

共
に
高
め
合
う
児
童
を
め
ざ
し
て
』

と
設
定
し
、
年
間
７
回
の
研
究
授

業
を
含
む

３０
回
以
上
の
校
内
研
修

を
実
施
し
て
、
指
導
力
の
向
上
に

努
め
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
本
年
度
は
、
佐
賀
中

学
校
区
の
「
特
別
支
援
教
育
を
柱

に
据
え
た
学
校
作
り
事
業
」
の
指

定
に
か
か
わ
っ
て
、「
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
授
業
づ
く
り
」

と
「
複
式
の
授
業
づ
く
り
」
を
関

連
づ
け
て
、
児
童
の
意
欲
的
・
主

体
的
な
学
び
と
学
習
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
を
目
指
し
た
授
業
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

◆
学
力
の
向
上
に
向
け
て
　

①
主
体
的
な
学
び
合
い

　
複
式
学
級
で
は
、
２
つ
の
学
年

が
同
じ
教
室
で
同
時
間
に
学
習
を

行
う
た
め
に
、
教
師
が
片
方
の
学

年
か
ら
も
う
片
方
の
学
年
へ
移
動

す
る
と
い
う
「
わ
た
り
」
を
使
っ

て
指
導
を
し
て
い
き
ま
す
。
教
師

が
直
接
子
ど
も
と
関
わ
る
「
直
接

指
導
」
と
、
教
師
が
片
方
の
学
年

と
関
わ
っ
て
い
る
と
き
に
自
分
た

ち
で
学
び
合
う
「
間
接
指
導
」
が

あ
り
ま
す
が
、
１
時
間
の
学
習
の

流
れ
が
途
切
れ
な
い
で
、
両
学
年

で
実
現
で
き
る
指
導
が
重
要
と
な

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
ポ
イ
ン
ト
と

な
る
の
が
、
間
接
指
導
の
時
の
子

ど
も
ど
う
し
の
主
体
的
な
学
び
合

い
で
す
。
話

し
合
い
や
練

り
合
い
、
ま

と
め
な
ど
、

学
習
リ
ー
ダ

ー
を
中
心
に

意
見
を
発
表

し
合
い
、
思

考
を
深
め
て

い
き
ま
す
。
リ
ー
ダ
ー
は
皆
が
で

き
る
よ
う
に
交
代
し
て
や
り
ま
す
。

初
め
は
手
引
き
な
ど
を
見
な
が
ら

し
て
い
ま
し
た
が
、
だ
ん
だ
ん
と

見
な
く
て
も
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
子

ど
も
ど
う
し
の
主
体
的
な
学
び
合

い
を
低
学
年
か
ら
身
に
つ
け
て
い

き
ま
す
。

②
言
語
力
・
表
現
力
の
育
成

　
自
分
の
考
え
を
説
明
し
た
り
、

学
習
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
司
会
を
し

た
り
す
る
こ
と
へ
の
手
立
て
の
ひ

と
つ
と
し
て
、「
授
業
で
使
え
る

よ
う
に
す
る
言
葉
」
や
「
話
し
合

い
の
進
め
方
」
な
ど
を
具
体
的
に

示
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
学

び
の
土
台
と
な
る
言
語
を
、
日
々

の
授
業
を
中
心
に
全
校
体
制
で
指

導
し
、
す
べ
て
の
子
ど
も
に
確
実

に
定
着
さ
せ
、
学
力
の
向
上
に
も

繋
げ
て
い
き
ま
す
。

③
学
力
調
査
の
結
果
か
ら

　
左
記
の
グ
ラ
フ
は
、
４
月
に
実

施
し
た
標
準
学
力
調
査
の
全
国
通

過
率
で
す
。
こ
の
デ
ー
タ
は
、
子

ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
課
題
を

把
握
し
、
授
業
改
善
と
学
力
の
向

上
に
つ
な
げ
る
資
料
と
し
て
活
用

し
て
い
き
ま
す
。

　
　

　
結
果
の
分
析
か
ら
、
各
教
科
に

共
通
し
て
い
る
課
題
に
「
文
章
を

読
み
解
く
力
」が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
課
題
に
つ
い
て
、
日
々

の
学
習
と
読
書
や
音
読
と
も
関
連

さ
せ
て
、
学
校
全
体
で
取
り
組
む

こ
と
と
、
学
級
で
取
り
組
む
こ
と

の
両
面
か
ら
、
具
体
的
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
 

◆
豊
か
な
心
の
育
成

　
学
校
目
標
に
も
掲
げ
て
い
る
よ

う
に
、「
心
豊
か
な
子
ど
も
」
の
育

成
を
め
ざ
し
て
、
人
権
教
育
・
道

徳
教
育
を
核
に
心
の
教
育
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
日
々
の
教
科
学
習

は
も
ち
ろ
ん
、
学
校
行
事
や
体
験

学
習
な
ど
を
通
し
て
学
び
を
深
め
、

行
動
化
に
も
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

◆
体
力
向
上
の
取
り
組
み

　
日
々
の
体
育
授
業
の
工
夫
と
充

実
と
と
も
に
、
１
年
間
を
通
し
て

の
朝
マ
ラ
ソ
ン
や
一
輪
車
、
水
泳

や
駅
伝
の
特
別
練
習
な
ど
、
全
校

で
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

こ
う
し
て
、

体
力
・
運
動

能
力
の
向
上

を
図
る
と
と

も
に
、
心
も

体
も
豊
か
な

子
ど
も
の
育

成
を
め
ざ
し

ま
す
。

◆
仲
間
づ
く
り

　
毎
日
の
集
団
登
下
校
や
清
掃
活

動
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
お

い
て
５
・
６
年
生
が
声
を
か
け
、

お
手
本
を
示
し
、
下
級
生
は
見
て

聞
い
て
覚
え
ま
す
。
各
学
級
の
人

数
は
少
な
い
で
す
が
、
全
校
で
一

緒
に
活
動
し
な
が
ら
、
集
団
の
仲

間
意
識
や
人
を
大
事
に
す
る
こ
と

な
ど
も
学
ん
で
い
き
ま
す
。

りよだ校学

国語

0.91

1.06

0.91

算数 理科

平成26年度　標準学力調査結果

※全国平均を１とした本校の通過率



潘広報くろしお  №102　2014（平成26）年9月号

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

　　　
老
齢
基
礎
年
金（

６５
歳
か
ら
受
け
ら

れ
る
年
金
）は
、

２０
歳
か
ら
の

４０
年
間

保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
、
満
額
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど

に
よ
り
保
険
料
の
納
付
済
期
間
が

４０
年

間
に
満
た
な
い

６０
歳
以
上

６５
歳
未
満
の

方
は
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
に
よ
り
、
満
額
に

近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た

め
に
は
保
険
料
の
納
付
済
期
間
や
免
除

期
間
な
ど
の
合
計
が
原
則
と
し
て

２５
年

以
上
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
要
件

を
満
た
し
て
い
な
い

６０
歳
以
上

６５
歳
未

満
の
方
も
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。（
昭
和

４０
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
で
、

６５
歳
以
上

７０
歳
未
満
の

方
も
受
給
資
格
期
の

２５
年
を
満
た
す
ま

で
の
期
間
に
限
り
、
任
意
加
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。）

　
ま
た
、
海
外
に
在
住
す
る
日
本
国
籍

を
持
つ
方
も
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
役
場
ま
た
は
、
年
金
事

務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
年
金
相
談
」
の
ご
案
内

　
日
本
年
金
機
構
幡
多
年
金
事
務

所
で
は
、
３
カ
月
に
１
度
、
出
張

年
金
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
相
談
に
は
、
年
金
手
帳（
年
金
証

書
）や
、
本
人
確
認
の
た
め
、
運
転

免
許
証
な
ど
の
顔
写
真
付
き
の
身

分
証
明
書
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
代
理
人
の
方
が
相
談
す

る
場
合
は
、
本
人
か
ら
の
委
任
状

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

日
時
　

１０
月

１６
日（
木
）

　
　
　
午
前

１０
時
〜
正
午

　
　
　
午
後
１
時
〜
３
時
　

場
所
　
佐
賀
支
所 

１
階 

町
民
室

○
お
問
い
合
わ
せ

　
黒
潮
町
役
場

　
本
庁 

住
民
課 

住
基
戸
籍
係

　
　
蕁
４
３
―
２
８
０
０（
課
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

総
合
窓
口
第
２
係

蕁
５
５
―
３
７
０
１（
直
通
） 

　
日
本
年
金
機
構 

幡
多
年
金
事
務
所

蕁
３
４
―
１
６
１
６（
直
　
通
）

ご
存
知
で
す
か
？

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

ふ
れ
あ
い
人
権
・
同
和
教
育
学
習
会

第
４２
回
「
黒
潮
町
泊
ま
り
合
い

人
権
教
育
研
修
会
」
参
加
者
募
集

　
差
別
の
な
い
明
る
い
地
域
社
会
を
目

指
し
、「
２
０
１
４
年
度
ふ
れ
あ
い
人
権
・

同
和
教
育
学
習
会
」
を
、
多
様
な
講
師

を
招
い
て
開
催
し
ま
す
。

　
人
権
文
化
を
育
み
、
心
豊
か
な
時
間

を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

◆
第
１
回

日
時
　
９
月

１２
日（
金
）

　
　
　
午
後
７
時

３０
分
〜

場
所
　
佐
賀
町
民
館

講
演
　「
週
間
朝
日
差
別
記
事
事
件
」

講
師
　
宍
粟
市
商
工
会

　
　
　
　
　
 

大
久
保
陽
一
さ
ん

◆
第
２
回

日
時
　

１０
月

３１
日（
金
）

　
　
　
午
後
７
時
〜

場
所
　
総
合
セ
ン
タ
ー（
佐
賀
支
所
前
）

講
演
　「
介
護
の
達
人
は
人
生
の
達
人
」

講
師
　
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

小
谷
あ
ゆ
み
さ
ん

○
お
問
い
合
わ
せ

　
佐
賀
町
民
館
　
蕁
５
５
―
２
１
０
８

　
町
内
に
お
住
ま
い

の
方
、
町
内
に
お
勤

め
の
方
が
一
堂
に
集

い
、
泊
ま
り
合
い
を

通
じ
て
人
権
に
対
す

る
共
通
認
識
を
深

め
、
差
別
の
な
い
町

を
つ
く
る
こ
と
を
目

的
に
開
催
し
ま
す
。

　
今
年
は
高
知
市
で
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
な
ど
の
見
学
や
、
仕
事
保
障
の
取
り

組
み
、
教
科
書
無
償
の
歴
史
な
ど
に
つ

い
て
学
び
ま
す
。
多
く
の
方
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
開
催
日
　

　
１０
月

１８
日（
土
）・

１９
日（
日
）

◆
場
所
　
高
知
市

◆
定
員
　

５０
人

◆
参
加
費
　
無
料

◆
申
込
締
切
　
９
月

３０
日（
火
）

〇
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
　

　
本
庁 

住
民
課 

人
権
啓
発
係
　

蕁
４
３
―
２
８
０
０（
課
直
通
）

　
教
育
委
員
会 

人
権
教
育
係

蕁
５
５
―
３
１
９
０（
課
直
通
）

　
大
方
町
民
館
　
蕁
４
３
―
１
２
０
４

　
佐
賀
町
民
館
　
蕁
５
５
―
２
１
０
８



広報くろしお  №102　2014（平成26）年9月号澎

S
U

P

P
O R T  C E N

T
E

R

人
が 元 気

黒潮町地域包括
支援センター

　
社
会
福
祉
協
議
会
相
談
員
、
人
権
擁

護
委
員
、
行
政
相
談
委
員
な
ど
が
相
談

を
受
け
ま
す
。
家
庭
で
の
心
配
ご
と
、

地
域
で
の
も
め
ご
と
、
人
権
侵
害
や
行

政
に
関
す
る
相
談
な
ど
、
ひ
と
り
で
悩

ま
ず
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
料

金
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
　

◆
開
催
日
時
・
場
所

・
９
月

１２
日（
金
）午
前

１０
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
３
時

　
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー（
拳
ノ
川
）

・
９
月

１９
日（
金
）午
前

１０
時
〜
正
午

　
上
田
の
口
集
会
所

・
９
月

１９
日（
金
）午
後
１
時
〜
３
時

　
下
田
の
口
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

住
民
課 

人
権
啓
発
係

蕁
４
３
―
２
８
０
０（
課
直
通
）

　
黒
潮
町
で
は
、
長
寿
を
お
祝
い
す
る

長
寿
褒
章
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
申
請
書
を
送
付
し
て
い

ま
す
の
で
、
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い

方
は
、
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

◆
対
象
者
　
町
内
に
１
年
以
上
在
住
し
、

平
成

２５
年
９
月
２
日
か
ら
平
成

２６
年
９

月
１
日
ま
で
に

８８
歳
に
な
っ
た
方
と
、

平
成

２６
年
９
月
１
日
現
在
で

９９
歳
以
上

の
方

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

福
祉
係

蕁
４
３
―
２
１
１
６（
課
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課

　
総
合
窓
口
第
２
係

蕁
５
５
―
３
１
１
２（
直
通
）　

◆
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　
接
種
費
用
の
助
成
は
９
月
末
ま
で

　
７０
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
た
「
高

齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成

事
業
」が
９
月
末
で
終
了
し
ま
す
。

　
す
で
に
予
診
票
を
お
持
ち
の
方
、
接

種
を
希
望
す
る
方
は
、
９
月

３０
日（
火
）

ま
で
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
を

過
ぎ
る
と
助
成
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
１０
月
１
日
か
ら
は
、
定
期
予
防
接
種

と
な
り
、
対
象
者
な
ど
が
上
の
表
の
よ

う
に
変
わ
り
ま
す
。

◆
水
痘（
水
ぼ
う
そ
う
）ワ
ク
チ
ン

　
１０
月
１
日
か
ら
定
期
接
種
に

　
１０
月
１
日
か
ら
、
水
痘
ワ
ク
チ
ン
が

定
期
予
防
接
種
と
な
り
ま
す
。
対
象
者

に
は
、
個
別
に
予
診
票
な
ど
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
・
回
数
】

・
生
後

１２
〜

３６
月
に
至
る
ま
で

　
２
回

・
生
後

３６
〜

６０
月
に
至
る
ま
で

　
１
回（
平
成

２６
年
度
限
り
）

※
す
で
に
水
痘
に
か
か
っ
た
こ
と
の
あ

る
方
は
対
象
外
で
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 
健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係

蕁
４
３
―
２
８
３
６（
直
通
）

　
佐
賀
支
所 
地
域
住
民
課

　
保
健
セ
ン
タ
ー

蕁
５
５
―
７
３
７
３（
直
通
）

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

黒
潮
町
長
寿
褒
章
の
お
知
ら
せ

予
防
接
種
に
関
す
る
お
知
ら
せ

心
配
ご
と
・
困
り
ご
と
、

人
権
・
行
政
相
談
所
の
開
催

期　間 7／1～9／30 10／1～3／31

対象者
70歳以上

（昭和20年4月1日以
前生まれ）

65、70、75、80、
85、90、95、100、
101歳以上

自　己
負担額

医療機関によって
差がある
2,500～2,700円以内

一律2,000円

医　療
機　関

拳ノ川診療所
佐賀診療所
大方クリニック

県内の受託契約した
医療機関

高齢者肺炎球菌ワクチン接種の助成事業

認知症の人を抱える家族の座談会
　この座談会は、認知症の方を介護している家族が集まり、日々の介護の戸惑い、悩み、
喜びなど、互いの思いを分かち合う集いです。
　介護をしている方の思いや体験談などを語り合い、交流しませんか。
　参加をお待ちしています。

日時　9月25日（木）午前10時～11時30分
場所　保健福祉センター（本庁前）2階 健康研修室

○お問い合わせ・ご相談は　地域包括支援センターまで　蕁43－2240（直通）　
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高
知
県
農
業
公
社
（
農
地
中
間
管
理

機
構
）
で
は
、
４
月
１
日
よ
り
、
農
業

の
担
い
手
が
農
地
を
集
積
・
集
約
で
き

る
よ
う
、
農
地
の
賃
貸
借
を
主
体
に
農

地
中
間
管
理
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
市
町
村
・
農
業
委
員

会
な
ど
と
連
携
し
、
出
し
手
か
ら
農
地

を
借
り
入
れ
て
受
け
手
に
転
貸
し
す
る

も
の
で
す
。

　
出
し
手
の
募
集
は
随
時
、
受
け
手
の

募
集
は
９
月

１７
日（
水
）か
ら

３０
日
間
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
希
望
す
る
方
は
、

左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
出
し
手
の
方
に
は
、
経
営
転

換
な
ど
で
「
機
構
集
積
協
力
金
」
が
交

付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
交
付
要

件
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
公
益
財
団
法
人
高
知
県
農
業
公
社

　（
農
地
中
間
管
理
機
構
）

　
　
蕁
０
８
８
―
８
２
３
―
８
６
１
８

　
　
　http://w

w
w

.kochi-apc.or.jp/

　
黒
潮
町
役
場 

本
庁 

農
業
振
興
課

　
農
業
振
興
係

　
　
蕁
４
３
―
１
８
８
８（
課
直
通
）

　
黒
潮
町
で
は
、
地
域
産
業
を
振
興
し

雇
用
を
創
出
す
る
た
め
に
、「
黒
潮
印

の
商
品
開
発
」
を
黒
潮
町
振
興
計
画
の

柱（
シ
ン
ボ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）に
し
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
に
基
づ
き
、
商
品
の
企
画
段
階

か
ら
開
発
、
加
工
、
生
産
、
販
売
促
進

ま
で
、
す
べ
て
の
段
階
に
つ
い
て
、
事

業
者
の
皆
さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
に

応
じ
た
支
援
を
総
合
的
に
行
う
た
め
の

町
独
自
の
「
補
助
事
業
制
度
」
を
平
成

２４
年
度
に
創
設
し
、
今
年
度
も
引
き
続

き
取
り
組
み
ま
す
。

　
こ
の
補
助
事
業
を
受
け
る
事
業
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
応
募
は
個
人
で
も

団
体
・
グ
ル
ー
プ
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
期
間

　
８
月
〜

１２
月
の
毎
月
１
日
〜

１５
日

（
１５
日
が
土
・
日
曜
日
の
場
合
は
、前

日
の
金
曜
日
ま
で
）

※
予
算
に
達
し
た
場
合
と
、
平
成

２７
年

１
月
以
降
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

◆
対
象
事
業
者

①
公
益
の
目
的
で
活
動
し
て
い
る
組
織
、

団
体
、
法
人

②
企
業
団
体
、
個
人
事
業
者

③
共
同
体
、
協
議
会
、
グ
ル
ー
プ
な
ど

の
任
意
団
体

④
そ
の
他
地
域
の
産
業
創
出
、
雇
用
創

造
な
ど
を
目
的
と
す
る
団
体
、
個
人

◆
補
助
対
象
経
費

　
補
助
金
交
付
要
綱
に
定
め
る
消
費
的

経
費
に
限
ら
れ
ま
す
。（
備
品
購
入
や
施

設
整
備
な
ど
の
資
産
形
成
的
経
費
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。）

　
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

産
業
推
進
室 

産
業
推
進
係

蕁
４
３
―
２
１
１
３（
課
直
通
）

　
水
産
動
植
物
の
資
源
保
護
を
図
る
た

め
、
漁
業
者
が
漁
業
を
営
む
場
合
・
漁

業
従
事
者
が
漁
業
者
の
た
め
に
従
事
し

て
行
う
場
合
・
水
産
研
究
を
行
う
場
合

を
除
い
て
は
、「
漁
具
・
漁
法
の
制
限
」

ま
た
「
採
捕
期
間
」「
体
長
制
限
」
が
高

知
県
漁
業
調
整
規
則
に
よ
り
、
下
記
の

通
り
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
禁
止
期
間
外
で
あ
っ
て
も
、
漁
業
協

同
組
合
員
以
外
の
方
は
無
断
で
採
捕
す

る
事
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
違
反
対
象
の
水
産
物
の
所
持
・

販
売
を
す
る
と
、
同
規
則
に
よ
り
懲
役

や
罰
金
が
発
生
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
佐
賀
支
所 

海
洋
森
林
課
 

　
水
産
振
興
係

蕁
５
５
―
３
１
１
５（
課
直
通
）

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

水
産
動
植
物
の
採
捕
に
つ
い
て

農
地
を
貸
し
た
い
方
・
借
り
た
い
方

募
集
し
ま
す

「
産
業
振
興
推
進
事
業
費
補
助
金
」

活
用
事
業
者
を
募
集
し
ま
す

HP

名　　　称 禁　止　期　間 体長などの制限

いせえび 05月1日～9月15日 殻長13cm以下

とこぶし・あなご 09月1日～翌年3月31日 殻長3cm以下

あわび 09月1日～翌年3月31日 殻長9cm以下

さざえ 09月1日～翌年3月31日

てんぐさ類 09月1日～翌年2月末日

ふのり 10月1日～翌年2月末日

あらめ 10月1日～翌年6月30日



広報くろしお  №102　2014（平成26）年9月号濂

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

　
資
源
の
減
少
が
心
配
さ
れ
て
い
る
ニ

ホ
ン
ウ
ナ
ギ
を
保
護
す
る
た
め
、
今
年

か
ら
、
県
内
の
す
べ
て
の
河
川
や
湖
な

ど
の
内
水
面
で
は
、

１０
月
か
ら
翌
年
３

月
ま
で
の
間
、
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
を
採
る

こ
と
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
全
長

２１
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以

下
の
ウ
ナ
ギ
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
周
年

に
わ
た
り
採
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
悪
質
な
違
反
は
罰
せ
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
の
資
源
回
復
に
向
け
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
高
知
県
漁
業
管
理
課

蕁
０
８
８
―
８
２
１
―
４
６
０
６

　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
に
、

固
定
資
産（
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
）

を
所
有
し
て
い
る
方
や
相
続
人
に
対
し

て
、
固
定
資
産
の
評
価
を
も
と
に
算
出

す
る
税
金
で
す
。

　
貧
困
や
災
害
な
ど
、
次
の
①
〜
⑤
に

該
当
し
、
町
長
が
必
要
で
あ
る
と
認
め

る
場
合
は
、
固
定
資
産
税
が
減
免
さ
れ

ま
す
。

◆
減
免
対
象
理
由

①
貧
困
に
よ
り
生
活
の
た
め
公
私
の
扶
助

を
受
け
る
方
の
所
有
す
る
固
定
資
産

②
公
益
の
た
め
に
直
接
専
用
す
る
固
定

資
産（
有
料
で
使
用
す
る
も
の
を
除
く
） 

③
町
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
わ
た
る
災

害
や
天
候
の
不
順
に
よ
り
、
著
し
い

被
害
を
受
け
た
固
定
資
産
 

④
不
慮
の
災
害
に
よ
り
納
税
の
能
力
を

喪
失
し
た
方

⑤
①
〜
④
に
類
す
る
特
別
の
事
情
が
あ

る
方

◆
減
免
対
象
固
定
資
産
税

　
減
免
申
請
の
提
出
後
７
日
以
降
に
納

期
限
が
来
る
も
の（
申
請
年
度
の
み
）

※
納
付
済
み
の
場
合
は
対
象
外
で
す
。

◆
手
続
き

　
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
、
納

期
限
の
７
日
前
ま
で
に
、
申
請
書
に
減

免
の
事
由
を
証
明
す
る
書
類
を
添
付
し

て
、
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
 

　
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

○
届
出
・
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

税
務
課 

資
産
税
係

　
　
蕁
４
３
―
２
８
１
６（
課
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課

　
総
合
窓
口
第
１
係

　
　
蕁
５
５
―
３
１
１
１（
課
直
通
）

ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
の
保
護
に
ご
協
力
を

固
定
資
産
税
の
減
免
に
つ
い
て

黒潮町ケーブルテレビ

9月番組予定表
IWKTV加入についてのお問い合わせは

まで光ネットワークサービスセンター
営業時間  9：00～17：00（土・日・祝日・年末年始を除く）

0800－200－1373黒潮町議会・高知県議会を生中継！！黒潮町議会・高知県議会を生中継！！

ＩＷＫＴＶの放送時間・番組などに関するお問い合わせは　黒潮町役場 本庁 情報防災課 情報推進係 または ＩＷＫＴＶ制作室まで

【情報推進係】蕁43－2188
（課直通）

【IWKTV制作室】蕁43－0500

番　　組 放送時間
番組案内

ＩＷＫＮＥＷＳ

おしえて食改さん

黒潮町版健康体操～ロコクロ体操～

行政チャンネル

防災チャンネル

えいちや！知っ得！くろしお町

耳をすまして

図書館どうでしょう

ザ☆黒潮人

お話玉手箱

くろしお☆チルドレン

ＪＣＣ三人娘が行く

サイエンスチャンネル

Kochi on TV!

片さんのFish!おふ

ショップチャンネル

番組内容の更新は、毎週水曜日の15：00です。

6：00　10：30　15：00　19：30

6：05　10：35　15：05　19：35

6：20　10：50　15：20　19：50

6：30　11：00　15：30　20：00

6：45　11：15　15：45　20：15

6：55　11：25　15：55　20：25

7：05　11：35　16：05　20：35

7：15　11：45　16：15　20：45

7：30　12：00　16：30　21：00

7：35　12：05　16：35　21：05

7：50　12：20　16：50　21：20

8：05　12：35　17：05　21：35

8：15　12：45　17：15　21：45

8：25　12：55　17：25　21：55

8：40　13：10　17：40　22：10

9：40　14：10　18：40　23：10

24：00～6：00

注）放送内容などは予告なく変更する場合があります。「電子番組表」で正確な内容が確認できます。（デジアナ放送を視聴の方以外）

お 知 ら せ

★黒潮町議会中継　9月第28回定例会
中　継　日　9／5（金）～18（木）
中継時間　9：00～議会終了まで
再　放　送   ①翌日19：00～議会終了まで
　　　　　②9／21（日）～26（金）
　　　　　9：00・19：00～議会終了まで
※議会日程は変更となる場合があります。

★高知県議会中継　9月定例会
放　送　日　9／29（月）・30（火）
　　　　　10／1（水）・2（木）・3（金）・14（火）
放送時間　10：00～議会終了まで

★第67回秋季四国地区高校野球大会県予選
放　送　日　9/27（土）・28（日）・10/4（土）・5（日）
放送時間　9：45～試合終了まで
再　放　送　試合当日の19：00～
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森林所有者の皆さんへ

笊 施業を集約化し、間伐などをする場合の補助事業

■造林事業（国庫事業） 下表以外の作業種…再造林、鳥獣害防止施設、下刈、森林作業道など

作業種 対象林齢

※保育間伐が追加となりました。

伐採率 補助率作業内容 事業規模 補助要件など

規定無

区分

下記の①、②のいずれかに該当して
いること。

①森林経営計画の認定を受けた者。
②森林施業計画の認定を受けた者。
③特措法に基づく特定間伐促進計

画の事業主体に位置付けられた者。

・②については、残計画期間に限る。

下記の①、②のいずれかに該当して
いること。

①森林経営計画の認定を受けた者。
②森林施業計画の認定を受けた者、
かつ集約化実施計画の対象森林。
③特措法に基づく特定間伐促進計
画の事業主体に位置付けられた者、
かつ集約化実施計画の対象森林。

・②については、残計画期間に限る。
・いずれも事前計画の提出が必要。
（森林作業道の計画を含む）

不用木の除去、
不良木の淘汰

～60年生
（保育間伐C）

0.1ha以上／施行地

下記の①、②のいずれかに該当して
いること。
①県・市町村（ただし、事業主体が

自ら所有する森林以外で森林所
有者と締結した場合、または寄付
や分収契約解除などにより公有
林化した森林で実施した場合に
限る。）

②森林整備法人、森林組合、森林法
施行令第11条に定める特定非
営利活動法人など（ただし、事業
主体が自ら所有する森林で実施
することを除くこととし、地方公
共団体および森林所有者と協定
を締結した場合に限る。）

保安林
または
市町村
森林整
備計画
に規定
する公
益的機
能が高
い森林

（72%） 

その他
（36%）

68%

ご存じですか？ 平成26年度の間伐事業などの支援制度

森
林
環
境
保
全
直
接
支
援
事
業

環
境
林
整
備
事
業

不用木の除去、
不良木の淘汰

～25年生
（除伐）

0.1ha以上／施行地
除  

伐

30%

Ａ：不用木の除去、
不良木の淘汰

Ｂ：伐採木の平均
胸高直径が18cm
未満の不用木の
除去、不良木の
淘汰

A：～35年生
（保育間伐A）

B：林齢制限
なし

（保育間伐B）

0.1ha以上／施行地

保
育
間
伐

不用木の除去、
不良木の淘汰、
搬出集積

～60年生
※ 森 林 経 営

計 画 に 基
づく場合は
標 準 伐 期
齢の2倍以
下の林齢

0.1ha以上／施行地

①森林経営計画に基
づく場合

　森林経営計画ごと
に間伐・更新伐の
施行地面積の合計
が5ha以上で平均
搬出材積が10m3
以上

②森林施業計画また
は特定間伐等促進
計画に基づく場合

　集約化実施計画ご
とに間伐・更新伐
のそれぞれにおい
て施行地面積の合
計が5ha以上で平
均搬出材積が10m

　3/ha以上

搬
出
間
伐

不用木の除去、
不良木の淘汰、
支障木やあばれ
木などの伐倒、
搬出集積

～90年生

更
　
新
　
伐

間
　
　
　
伐
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笆 自分で自分の山を手入れする場合の補助事業（自伐林家などを含む）

■緊急間伐総合支援事業（県事業）　●公益林保全整備事業【森林環境税】
　下表以外の作業種…路網整備（500～1,500円/m）　申込先→市町村
　※公益林保全整備事業については、対象齢級の上限を引き上げました。

■自伐林家等支援事業（県事業）　�
　※平成26年度より、緊急間伐総合支援事業に統合しました。

作業種 事　業　名 伐採率

30%

対象林齢

11～60年生

■みどりの環境整備支援交付金（県事業）【森林環境税】
　…造林事業への嵩上げ（造林事業と合計で概ね90%相当）
　※平成26年度より、保育間伐の単価を区分し定額23,000円/haを新設しました。�

作業種 対象林齢

11～25年生

補助要件など

除伐：不用木の除去（森林環境保全直接支援事業）

補助率

定額　54,000円/ha

事業規模

0.1ｈａ以上／
施行地

補助率

定額
80,000円/ha

公益林保全整備事
業（保育間伐）

補助要件など

保安林または市町村森林整備計画に
規定する公益的機能が高い森林で集
約化が困難な森林

31～60年生
定額

183,000円/ha

森林整備支援事業
（搬出間伐） 国庫補助事業の対象とならない森林

■森林資源再生支援事業(県事業)…造林事業への嵩上げ

作　業　種 補助要件など

再造林

シカ被害防護施設

補助率

11～35年生
保育間伐A：不用木の除去、不良木の淘汰（森林環境
保全直接支援事業）

定額　35,000円/ha

11～45年生
保育間伐Ｂ：伐採木の平均胸高直径が18cm未満の不
用木の除去、不良木の淘汰（森林環境保全直接支援事業）

定額　23,000円/ha

11～45年生
保育間伐C：不用木の除去、不良木の淘汰（環境林整
備事業）

造林補助事業で採択された人工造林および附帯施設などの整備（鳥獣害防
止施設などの整備）とする。
ただし、シカ被害防護施設については、再造林と一体的に実施するものとする。

22%以内（造林補助率
68%の場合は、合わせ
て90%となる。）�

再造林およびシカ被害防護施設に対する支援制度

○お問い合わせ　黒潮町役場 佐賀支所 海洋森林課　蕁55－3115（直通） 
　　　　　　　　幡東森林組合　　　 　　　　　　 蕁55－2021　�      
　　　　　　　　幡多林業事務所　　　 　　　　　 蕁35－5977　�      
　　　　　　　　高知県 木材増産推進課　　　　　 蕁088－821－4602    

森林所有者の皆さんへ

間
　
伐

除
伐

保
育
間
伐
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しっかり積み立て、がっちりサポート
安心で豊かな老後を！
しっかり積み立て、がっちりサポート
安心で豊かな老後を！
しっかり積み立て、がっちりサポート
安心で豊かな老後を！

担
［愛称］

い手積立年金国が支える
国が支える 安心が大きくなる

安心が大きくなる

農業者年金の特徴
★ 農業に従事されている方は誰でも加入できます。

　60歳未満の国民年金第1号被保険者（国民年金保険料納付免除者を除く。）であって年間60日
以上農業に従事している方は誰でも加入できます。配偶者や後継者など家族農業従事者の方も
加入できます。　　　　　〈家族一人ひとりの年金を！ 今、女性の新規加入者が増えています。〉

★ 保険料は自分で選べ、いつでも見直しできます。
　自分が必要とする年金額の目標に向けて、保険料を自由に決められ（月額2万～
6万7千円の間で千円単位）、経営の状況や老後設計に応じていつでも見直せます。

★ 終身年金で80歳までの保証付きです。
　農業者老齢年金は、原則65歳から生涯受け取ることができます。
　仮に80歳前に亡くなられた場合でも、80歳までに受け取れるはずであった農業者老齢年金
の額の現在価値に相当する額を、ご遺族（死亡者の死亡当時に同一生計であった、配偶者、子、父
母、孫、祖父母または兄弟姉妹の順位）に死亡一時金として支給します。

★ 税制面で大きな優遇措置があります。
・支払った保険料は、全額（1人当たり最高年額80万4千円）が社会保険料控除の対象となり、所

得税・住民税が節税になります（支払った保険料の15％～30％程度が節税）。
・保険料を農業者年金基金が運用して得られる収益（運用益）は非課税です。
・将来受け取る農業者年金には公的年金等控除が適用されます。
　（65歳以上の方は公的年金等の合計額が120万円までの場合は、全額控除できます。）

〈つまり入口から出口まで税制上の優遇措置があります。〉

★ 認定農業者など一定の要件を満たす方には、保険料の国庫補助があります。
　認定農業者で青色申告をしている方やその方と家族経営協定を結んだ配偶者・後継者の方な
ど一定の要件を満たす方には、保険料の国庫補助（月額最高1万円、通算すると最大で216万円） 
があります。
　この国庫補助額に見合う年金は、農地などの経営継承をすれば原則65歳から特例付加年金
として受給できます。農地などの経営継承の時期についての年齢制限はなく、本人の体力など
に応じて受給の時期を決められます。　　　　〈農業の担い手の皆さんへの特別な支援です。〉

★ 少子高齢時代に強い年金です。年金資産は安全性を重視して運用しています。
　自ら積み立てた保険料とその運用益（付利）により将来受け取る年金額が決まる「積立方式（確
定拠出型）」の年金です。少子高齢化が進んでも制度の安定性は損なわれません。

注：運用の結果得られる年金原資が、積み立てた保険料の総額を下回らないという保証はありませんが、安全性を重視
した運用方法や、65歳の年金裁定時に運用収入の累計額ができるだけマイナスとならないようにする準備金の仕
組みなどを導入しています。

○さらに詳細な内容やご相談については、下記にお問い合わせください。

　黒潮町農業委員会 　　  蕁43－1888（課直通）

　JA高知はた 大方支所　蕁43－1211／佐賀支所　蕁55－2511

　独立行政法人 農業者年金基金（企画調整室）　蕁03－3502－3942 
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開
催
日
　
９
月

１０
日（
水
）

場
所
　
中
村
小
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
四
万
十
市
古
津
賀
）

受
付
時
間
な
ど

◆
子
犬
を
譲
り
た
い
方

　
午
前
９
時

３０
分
〜

１０
時

◎
必
ず
事
前
に
、
幡
多
保
健
所
へ
連
絡

し
、
当
日
は
印
鑑
を
持
っ
て
き
て
く

だ
さ
い
。

◆
子
犬
を
飼
い
た
い
方

　
午
前

１０
時
〜

１０
時

１０
分

◎
当
日
は
、
必
ず
印
鑑
と
子
犬
を
入
れ

る
箱
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

◆
譲
渡
犬
の
決
定

　
午
前

１０
時

１０
分
〜

１０
時

２０
分

※
希
望
者
が
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。

◆
子
犬
の
飼
養
前
講
習
会

　
午
前

１０
時

２０
分
〜

１１
時

◆
子
犬
の
譲
り
渡
し

　
午
前

１１
時
〜

※
譲
渡
で
き
る
子
犬
が
い
な
い
場
合
は
、

中
止
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
　
幡
多
福
祉
保
健
所 

衛
生
環
境
課

蕁
３
４
―
５
１
１
９

　
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
人
権
問
題
解

消
に
向
け
、
電
話
相
談
の
強
化
週
間
を

実
施
し
ま
す
。
期
間
中
は
、
土
日
も
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。
ま
た
、
平
日
は

時
間
を
延
長
し
、
午
後
７
時
ま
で
受
け

付
け
ま
す
。

実
施
期
間

９
月
８
日（
月
）〜

１４
日（
日
）

時
間

午
前
８
時

３０
分
〜
午
後
７
時

※
土
日
は
午
前

１０
時
〜
午
後
５
時

開
設
場
所

高
知
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課
ま
た
は

各
支
所

電
話
番
号

　
　
蕁
０
５
７
０
―
０
０
３
―
１
１
０

（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

相
談
内
容
　
介
護
者
か
ら
の
肉
体
的
・
心

理
的
虐
待
、家
族
な
ど
に
よ
る
経
済
的
虐

待
、就
業
差
別
、障
が
い
を
理
由
と
す
る

差
別
、暮
ら
し
の
悩
み
ご
と
な
ど
高
齢
者
・

障
が
い
者
を
め
ぐ
る
人
権
問
題

※
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　
　
高
知
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
　
蕁
０
８
８
―
８
２
２
―
３
５
０
３

　
高
知
地
方
法
務
局
で
は
、
土
地
、
建

物
や
会
社
の
登
記
手
続
、
相
続
や
遺
言

な
ど
に
関
す
る
相
談
を
始
め
、
戸
籍
、

供
託
、
人
権
に
関
す
る
相
談
、
土
地
の

境
界
に
関
す
る
相
談
、
契
約
や
遺
言
な

ど
の
公
正
証
書
に
関
す
る
相
談
に
つ
い

て
、
１
日
無
料
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
予
約
不
要
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
　

１０
月
５
日（
日
）

 
 
 

午
前

１０
時
〜
午
後
３
時

場
所
　
高
知
地
方
法
務
局
四
万
十
支
局

（
四
万
十
市
右
山
五
月
町
３
―

１２
中
村

地
方
合
同
庁
舎
）

 
 

高
知
地
方
法
務
局
四
万
十
支
局

蕁
３
４
―
１
６
０
０

　
１０
月
１
日
〜
７
日
は
「
公
証
週
間
」

で
す
。「
公
証
制
度
」
と
は
、
皆
さ
ん
が

不
動
産
の
売
買
・
金
銭
の
貸
し
借
り
な

ど
の
重
要
な
契
約
を
交
わ
し
た
り
、遺

言
を
さ
れ
た
り
す
る
際
、
法
務
大
臣
の

任
命
す
る
「
公
証
人
」
に
依
頼
し
て
、法

的
に
特
別
の
証
拠
力
が
認
め
ら
れ
て
い

る
文
書（
公
正
証
書
）を
作
成
す
る
こ
と

に
よ
り
、
後
日
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止
と
、

取
引
や
財
産
の
安
全
の
確
保
を
図
る
制

度
で
す
。

【
無
料
公
証
相
談
　
四
万
十
会
場
】

日
時
　

１０
月
４
日（
土
）

午
前

１０
時
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
４
時

場
所
　
中
村
公
証
役
場

（
四
万
十
市
中
村
大
橋
通
６
丁
目
３
―

７ 

第
１
と
ら
や
ビ
ル
４
階
）

※
事
前
予
約
制
。
電
話
に
よ
る
相
談
は

で
き
ま
せ
ん
。

　
　
　
中
村
公
証
役
場

蕁
３
４
―
１
７
２
８

　
四
国
財
務
局
に
は
、
借
金
を
抱
え
悩

ん
で
い
る
方
々
の
た
め
の「
相
談
窓
口
」

が
あ
り
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
必
要
に
応
じ
て
、
弁
護

士
・
司
法
書
士
な
ど
の
法
律
専
門
家
へ

の
引
継
ぎ
も
行
い
ま
す
。

相
談
方
法

相
談
は
無
料
。
ま
ず
お
電
話
く
だ
さ
い
。

こ
ち
ら
か
ら
折
り
返
し
お
電
話
し
ま
す
。

受
付
時
間

月
〜
金
曜
日
　
午
前
９
時
〜
正
午
、
午

後
１
時
〜
５
時（
祝
日
・

１２
月

２９
日
〜

１
月
３
日
を
除
く
）

　
　
四
国
財
務
局 

多
重
債
務
者
相
談
窓
口

蕁
０
８
７
―
８
３
１
―
２
１
５
５

蕭
０
８
７
―
８
６
２
―
８
７
９
８

まちの掲示板まちの掲示板

お
知
ら
せ

子
犬
の
譲
渡
会

全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所

多
重
債
務
で
お
悩
み
の
方
に

ご
存
じ
で
す
か
　
公
証
制
度

相 

談

問

問

問

問

全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
が
い
者
の

人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間

ゼ
ロ
ゼ
ロ
み
ん
な
の
ひ
ゃ
く
と
お
ば
ん

申
・
問
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
左
記
の
と
お
り

生
徒
・
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
無
料
の
案
内
書
を
お
気
軽
に

ご
請
求
く
だ
さ
い
。

募
集
内
容

【
平
成
２６
年
度
高
等
学
校
普
通
科（
３
年
制
）】

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
放
送

を
利
用
し
た
特
色
の
あ
る
教
育
課
程
で
、

３
年
間
で
高
校
卒
業
資
格
を
取
得
で
き

ま
す
。
登
校
は
月
１
〜
２
回
。

【
生
涯
学
習
通
信
講
座
】

　
趣
味
・
教
養
か
ら
語
学
・
資
格
ま
で
、

幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
講
座
が
２
０
０
コ

ー
ス
以
上
あ
り
ま
す
。
受
講
期
間
は
講

座
に
よ
り
３
カ
月
〜
１
年
。

出
願
期
限
　

【
高
等
学
校
普
通
科
】

・
転
入
学
 
 
１１
月
２０
日（
木
）

・
後
期
新
入
学
・
後
期
編
入
学

　
 
 
 
 
 
９
月
３０
日（
火
）

【
生
涯
学
習
通
信
講
座
】
通
年
受
付

　
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

　
 
蕁
０
４
２
―
５
７
２
―
３
１
５
１

　
　
案
内
書
請
求
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
薔
０
１
２
０
―
０
６
―
８
８
８
１

　
企
業
訪
問
、
面
接
間
近
の
方
必
須
！

評
価
の
高
い
無
料
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

開
催
日
時
　

９
月
１３
日（
土
）午
後
１
時
〜
５
時

対
象
者
　
３９
歳
ま
で
の
若
年
求
職
者
お

よ
び
学
生（
高
校
生
以
上
）の
就
職
希
望

者
、
そ
の
他
ご
希
望
の
方

場
所
　
ア
ピ
ア
ホ
ー
ル（
ア
ピ
ア
さ
つ

き
１
階
）

服
装
　
面
接
に
臨
む
服
装

定
員
　
１５
名（
無
料
・
要
予
約
）

内
容

【
好
感
度
ア
ッ
プ
マ
ナ
ー
】
自
分
ら
し

い
自
己
表
現
法
を
身
に
つ
け
る
、
な
り

た
い
自
分
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
ア
ッ
プ
の
会
話
術

【
面
接
マ
ナ
ー
の
基
本
】
熱
意
を
伝
え

る
電
話
の
か
け
方
、
面
接
に
必
要
な
基

本
的
マ
ナ
ー
、
模
擬
面
接
、
な
ど

申
込
方
法
　
左
記
へ
電
話
・
メ
ー
ル
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

高
知
県
就
職
支
援
相
談
セ
ン
タ
ー

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
こ
う
ち
・
幡
多
サ

テ
ラ
イ
ト
（
ア
ピ
ア
さ
つ
き
１
階
）

運
営
日
／
月
・
水
・
金
・
土
曜
日

 
 
 
 
午
前
１１
時
〜
午
後
７
時

蕁
３
４
―
６
８
６
０ 

蕭
３
４
―
６
８
６
６

　jcc-hata@
opal.ocn.ne.jp

応
募
資
格
　
中
学
校
卒
業
者（
平
成
２６

年
４
月
１
日
現
在
６５
歳
以
下
の
方
）

訓
練
期
間
　
６
カ
月（
１０
月
２０
日
〜
平

成
２７
年
３
月
２０
日
）
�

願
書
受
付
期
間

９
月
８
日（
月
）〜
３０
日（
火
）

試
験
日
　
１０
月
６
日（
月
）
�

試
験
科
目
　
適
性
検
査
・
面
接

合
格
発
表
　
１０
月
７
日（
火
）

　
　
高
知
県
立
中
村
高
等
技
術
学
校

　
　（
四
万
十
市
具
同
５
１
７
９
）

　
　
　
　
蕁
３
７
―
２
７
２
３

　
高
知
県
へ
の
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
希

望
者（
県
外
在
住
既
卒
者
）と
県
内
求
人

企
業
の
双
方
に
、
求
人
・
求
職
情
報
の

提
供
を
行
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

申
込
書
の
郵
送
を
ご
希
望
の
方
は
、
左

記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

高
知
県
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
企
業
就
職

等
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
薔
０
１
２
０
―
１
０
３
―
２
４
５

　
　
　（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）

　
　
　http://ui-turn.pref.kochi.lg.jp

募 

集

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
　
生
徒
募
集
中
！

まちの掲示板まちの掲示板

就
活
の
プ
レ
ゼ
ン
を
高
め
る
　

好
感
度
ア
ッ
プ
マ
ナ
ー
・
面
接
マ
ナ
ー

県
立
中
村
高
等
技
術
学
校

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
科（
後
期
）訓
練
生
募
集

高
知
県
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン

人
材
情
報
シ
ス
テ
ム
の
ご
案
内

問

問

問問

HP

イベント・講座・サークル情報イベント・講座・サークル情報イベント・講座・サークル情報イベント・講座・サークル情報
■写真展・インドへ  1977年の記録
　～37年目の回想（タイムスリップ）～
上川口の大谷晴朗さんの写真展。 

「インドを中心に、その旅の傍ら道草的に視野の周
辺に映ったものや、観じたことを展示します」
日時：9月10日（水）～27日（土）10：00～15：00
　　　（日・月・火曜日休館）
場所：サンシャインami内「ワークギャラリー芸農人」
　　NPO芸農人　　090－4971－7339（矢野）問

■hata婚 in かわらっこ 
日時：10月19日（日）10：00～15：30
場所： かわらっこ（四万十市田出ノ川24）
募集対象：県内在住の20歳以上の独身男女各12名
参加費： 男性3,500円、女性3,000円
内容： 婚活講座、カヌー体験、バーベキュー
申込締切：10月5日（日）
　　　World Smile 　090－5910－0989（原）

　　　　　worldsmile.mizuki@gmail.com
申・問
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※
太
字
は
町
内
。

記
　

録

【
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
】

男
子
　
①
口
田
斗
哉

　
　
　
②
平
田
幸
太
郎

　
　
　
③
松
田
莉
空

女
子
　
①
山
本
紗
香

　
　
　
②
口
田
歩
未

　
　
　
③
川
田
麻
鈴

【
中
学
生
の
部
】

男
子
　
①
廣
光
諒
輔

女
子
　
①
寺
尾
鼓
妙

【
ビ
ギ
ナ
ー
の
部
】

男
子
　
①
加
州
星
太
　
②
平
田
延
幸

　
　
　
③
坪
井
　
崇

女
子
　
①
宮
谷
富
士
子
　
②
高
橋
　
彩

　
　
　
③
萩
森
須
賀

【
一
般
の
部
・
初
カ
ツ
オ
】

男
子
　
①
大
西
和
也
　
②
田
中
大
祐

　
　
　
③
佐
野
旅
人

女
子
　
①
池
田
悟
子

【
一
般
の
部
・
こ
ぎ
カ
ツ
オ
】

男
子
　
①
富
澤
裕
行
　
②
宮
内
博
雄

　
　
　
③
吉
田
隆
三
郎

女
子
　
①
有
澤
あ
ゆ
み
　
②
植
村
多
美

　
　
　
③
市
岡
陽
子

【
一
般
の
部
・
戻
り
カ
ツ
オ
】

男
子
　
①
朝
倉
壽
信
　
②
河
井
　
凡
　

　
　
　
③
西
川
秀
男

女
子
　
①
山
本
清
美
　
②
岩
間
由
貴
子

　
　
　
③
稲
村
由
美
子

【
団
体
リ
レ
ー
の
部
】

①
四
万
十
市
役
所
Ａ
　

②
井
上
ス
ポ
ー
ツ
　
③
も
ん
き
ち

【
県
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
部
】

①
地
引
光
二
　
②
市
川
謙
二

③
有
澤
記
朗
　
④
筒
井
洋
一

⑤
川
闢
　
誠
　
⑥
竹
闢
　
弘

 
７
月

２７
日
、
佐
賀
港
に
あ
る
横
浜
海

岸
を
主
会
場
に
「
第

２１
回
い
ご
っ
そ
う

ア
ク
ア
ス
ロ
ン
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
太
陽
が
照
り
つ
け
る
真

夏
の
天
気
と
な
り
ま
し
た
が
、
１
都
１

府
１３
県
か
ら
、
２
２
７
人
の
ア
ス
リ
ー

ト
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、「
舟
歌
」
で
レ
ー
ス
の

安
全
と
大
会
の
成
功
を
祈
願
。
選
手
宣

誓
で
は
、
大
分
県
か
ら
参
加
の
佐
久
間

宏
美
さ
ん
が
「
大
好
き
な
黒
潮
町
で
自

然
を
満
喫
し
な
が
ら
レ
ー
ス
に
挑
み
ま

す
」と
宣
言
し
ま
し
た
。

　
気
温
が

３０
度
を
超
え
る
猛
暑
の
中
、

観
客
や
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
声
援
を
受
け

て
一
生
懸
命
泳
ぎ
ラ
ン
に
向
か
う
子
ど

も
た
ち
―
。
一
般
の
部
で
は

１.５
㎞
の
ス

イ
ム
の
後
、
起
伏
の
激
し
い

１０
㎞
の
過

酷
な
ラ
ン
コ
ー
ス
に
挑
み
ま
し
た
。

　
ゴ
ー
ル
後
は
、「
暑
く
て
し
ん
ど
か

っ
た
」
と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、
達

成
感
に
満
ち
た
表
情
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
前
夜
祭
は
過
去
最
多
と
な
る

１
０
０
人
を
超
す
参
加
で
に
ぎ
や
か
に

開
催
。
参
加
者
同
士
の
新
し
い
交
流
も

生
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

第
２１
回
い
ご
っ
そ
う
ア
ク
ア

ス
ロ
ン
大
会
に
つ
い
て
（
お
礼
）

　
７
月

２７
日
に
２
２
７
人
の
参
加

者
を
お
迎
え
し
て
、
第

２１
回
い
ご

っ
そ
う
ア
ク
ア
ス
ロ
ン
大
会
を
盛

大
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
大
会
当
日
は
、
日
差
し
も
強
く

３０
度
を
超
え
る
真
夏
日
と
な
り
ま

し
た
が
、
事
故
も
な
く
無
事
に
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
、
暑
い
中
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
協
力
し
て
く

だ
さ
っ
た
皆
さ
ん

の
お
か
げ
で
す
。

　
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
紙
面
を
お
借

り
し
て
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

い
ご
っ
そ
う
ア
ク
ア
ス
ロ
ン
大
会

実
行
委
員
会実

行
委
員
長
　

岸
本
四
郎

第
２１
回
い
ご
っ
そ
う

ア
ク
ア
ス
ロ
ン
大
会
開
催
！
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月日（曜） 行　　　　事　　　　名 場　　　所 時　間 お問い合わせ

9／1（月） 黒潮町職員採用資格試験申込受付（～12日） 役場本庁2階 18：00 行政人事係� 蕁43－2111

5（金） 黒潮町議会9月定例会（～18日） 役場本庁3階議事堂 9：00 議会事務局� 蕁43－2831

6（土） ゆすはらグルメまつり（～7日） 檮原町役場前 10：00 海洋森林課� 蕁55－3115

19（金） 心配ごと・困りごと、人権・行政相談所 総合センター 10：00 人権啓発係� 蕁43－2800

28（日） 海の市・山の市 岡山県蒜山高原 9：30 海洋森林課� 蕁55－3115

30（火） ニュージーランド訪問団来町（～10／6） 町内 10：00 生涯学習係� 蕁55－3190

黒潮町イベントカレンダー 2014（平成26）年9月
変更となる場合がありますので、詳しくは担当係にお問い合わせください。　（青字＝町外で開催される行事）

【診療時間】　午前＝午前9時～正午　　午後＝午後2時～5時　（記載がある場合はその時間）

20（土）

四国遍路開創1200年と空海の足跡を辿
る会in黒潮町 旧馬荷小学校 13：30

かきせ川地域づくり協議会
� 蕁43－3306

26（金） 黒潮町民大学①　谷本憲之さん 大方あかつき館 19：00
産業推進室� 蕁43－2113
生涯学習係� 蕁55－3190

はたフェスヴィレッジin三原（～21日）
三原村農業構造改善センター、
三原キャンプ場 10：00 はたフェス事務局�蕁35－6900

12（金）
心配ごと・困りごと、人権・行政相談所 総合保健センター 10：00 人権啓発係� 蕁43－2800

ふれあい人権・同和教育学習会① 佐賀町民館 19：30 佐賀町民館� 蕁55－2108

まちづくりマーケットプロジェクト

� 蕁090－2786－370214（日） 幡多・マーケット「海辺の日曜市」 土佐西南大規模公園（大方） 9：00

■当直医療機関一覧表

■拳ノ川診療所　10月の診療予定

月 日 四 万十市 宿　毛　市

9月

21日（第3日曜日） 四万十市立市民病院 蕁34－2126 聖ヶ丘病院 蕁0880－63－2146

23日（秋分の日） 吉井病院 蕁34－5005 澤田医院 蕁0880－63－2304

28日（第4日曜日） 正木整形外科 蕁34－5252 田村内科クリニック 蕁0880－63－1668

10月

05日（第1日曜日） 四万十市立市民病院 蕁34－2126 筒井病院 蕁0880－66－0013

12日（第2日曜日） 森下病院 蕁34－2030 奥谷整形外科 蕁0880－63－1202

13日（体育の日） 佐々木整形外科 蕁34－7177 大西内科胃腸科 蕁0880－63－1267

※当直医は、変更になる場合がありますので、あらかじめ確認してから受診してください。
※平日夜間（午後6時～9時）は、夜間初期救急対応（内科）・四万十市急患センター（四万十市立市民病院西棟）蕁34－2399へ
　電話相談または受診してください。

【お問い合わせ】拳ノ川診療所　蕁55－7111（直通）
医師の都合により変更となる場合がありますので、予約外の方は事前にお電話でご確認ください。

日 土月 火 水 木 金

1 41 2 1 2 3
午前 日 土月 外来診療 外来診療 外来診療 金

午後 日 土月 外来診療 水 外来診療（6時まで） 外来診療

5 116 7 8 9 10
午前 日 土外来診療 外来診療 外来診療 外来診療 金

午後 日 土月 伊与喜出張診療 外来診療 外来診療（6時まで） 外来診療�

12 1813 14 15 16 17
午前 日 土外来診療 外来診療 外来診療 外来診療 金

午後 日 土月 巡回診療 外来診療 外来診療 外来診療�

19 2520 21 22 23 24
午前 日 土外来診療 外来診療 外来診療 外来診療 金

午後 日 土月 鈴出張診療 水 外来診療（6時まで）

28
外来診療

鈴出張診療

外来診療

26 27
午前 日 外来診療

午後 日 月

29
外来診療

月

30
外来診療

月

31
外来診療

外来診療
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○お問い合わせ　本庁 まちづくり課 水道係　蕁43－2114（直通）

〈水道給水工事指定店 当番一覧表〉

● 当番店の連絡先・所在地　　※当番日以外でも要請があった場合には対応します。
電話番号

店　　名 住　　所
事務所

店　　名
自　宅

大方設備センター
クロシオライフラインサービス
中村住設大方営業所
野 村 企 画 設 備
平 野 住 設
前 田 電 工

43－1420
43－3075
43－0211
43－4665
44－1513
43－1149

43－1483

43－2061

44－1117
43－1546

入野769
入野1769
出口372－2
田野浦1593
伊田2100
入野1574

吉 本 水 道
拳 ノ 川 住 設
谷 口 水 道
㈱ 土 居 建 設
㈲ 弘 瀬 建 設
山 本 建 設 ㈱

電話番号

事務所 自　宅

43－2024
55－7371
55－2316
55－2133
55－2121
55－3141

55－7114

55－2363

55－2076

住　　所

下田の口822－174
拳ノ川1781
佐賀2773
伊与喜43－5
佐賀1990
佐賀2988

月

9

10

日
15～21
22～25
29～30
1～5
06～12
13～19

大 方 地 域 佐 賀 地 域
中村住設大方営業所
前 田 電 工
吉 本 水 道
吉 本 水 道
大方設備センター
中村住設大方営業所

平 野 住 設
クロシオライフラインサービス
クロシオライフラインサービス
野 村 企 画 設 備

㈲ 弘 瀬 建 設
山 本 建 設 ㈱
㈱ 土 居 建 設
㈱ 土 居 建 設
㈲ 弘 瀬 建 設
山 本 建 設 ㈱

拳 ノ 川 住 設
谷 口 水 道 �
谷 口 水 道

拳 ノ 川 住 設

開
館
時
間

【
月
・
火
・
水
・
金
】
　

　
午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

【
土
・
日
】

　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

★
佐
賀
図
書
館
は
午
後
１
時
〜
２

時
ま
で
閉
館
。

★
木
曜
日
は
休
館
日
で
す
。

貸
出
冊
数
・
期
間

【
本
】

　
１
人
５
冊
・
２
週
間

【
雑
誌
】

　
１
人
３
冊
・
２
週
間

【
ビ
デ
オ
・
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
】

　
１
人
２
点
・
１
週
間

★
本
の
新
刊
は
１
週
間
で
す
。

★
返
却
期
限
を
お
守
り
く
だ
さ
い
。

返
却
期
限
を
過
ぎ
る
と
督
促
を

行
い
、
そ
の
後
貸
出
停
止
の
処

理
を
行
い
ま
す
。

★
借
り
た
本
や
ビ
デ
オ
な
ど
を
紛

失
や
破
損
し
た
場
合
は
、弁
償
し

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

返
却
す
る
と
き

・
佐
賀
・
大
方
ど
ち
ら
の
図
書
館

で
も
返
却
が
で
き
ま
す
。

・
休
館
日
に
返
却
す
る
時
は
各
図

書
館
に
あ
る
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

・
ビ
デ
オ
・
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
開

館
時
の
受
付
窓
口
へ
返
却
し
て

く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
図
書
館

　
蕁
４
３
―
２
１
１
０（
直
通
）

　
佐
賀
図
書
館

蕁
５
５
―
３
１
５
０（
直
通
）

9月
日 月 火 水 木 金 土
1 1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13

10月
日 月 火 水 木 金 土
1 1 2 1 2 3 4

14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 27 28 29 30

（
■
の
日
が
休
館
日
で
す
。
）

大
方
・
佐
賀
図
書
館

あたらしくはいった本紹介
●すえずえ　　　　　　　　　　　　　　　　畠中　　恵／著
●三女日記　　　　　　　　　　　　　　　　湊　かなえ／著
●つばさ　　　　　　　　　　　　　　　　　山本　一力／著
●失踪都市　所轄魂　　　　　　　　　　　　笹本　稜平／著
●作りおきスイーツ�
●どこでも腰痛体操　　　　　　　　　　　　銅冶　英雄／著
●もっと　しごとば　　　　　　　　　　　　鈴木のりたけ／著
●アスペルガーの心　　　　　　　　　　　　フワリ／著
●妖怪交通安全　　　　　　　　　　　　　　広瀬　克也／著
●だるまちゃんとやまんめちゃん　　　　　　加古　里子／著 

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

http://akatsuki.town.kuroshio.lg.jp/akatsuki

『絵本作家・宮西達也絵本展』

第
１６
回
企
画
展

『
過
ぎ
ゆ
き
の
歌
』

〜
愛
に
生
き
た
郷
土
の
青
年
歌
人
〜

【
期
間
】
9
月
３０
日（
火
）ま
で

【
会
場
】
上
林
暁
文
学
館

　
　
　
　（
大
方
あ
か
つ
き
館
２
階
）

文学館＊特別展示

期間：10月1日（水）～31日（金）
会場：上林暁文学館（大方あかつき館2階）

講演「宮西達也・絵本の世界を語る」
　　　　　日時：10月25日（土）午前10時～
　　　　　会場：大方あかつき館レクチャーホール

「にやーご」「ティラノサウルス」シリーズの絵
本作家・宮西達也さんがやって来ます！　あか
つき館で絵本展と講演を行います。
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ポリンくん ポーリーちゃん

心の豊かさとまちの活性化のた
めに黒潮町民大学を開催します。
多くの皆さんのご来場をお待ち
しています。

※受講料無料、事前申し込み不要

○お問い合わせ
　教育委員会 生涯学習係
　蕁55－3190（直通）

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

町
内
在
住
の
子
ど
も
た
ち
を
、
お
家
の
方
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
い
っ
し
ょ
に
紹
介
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

 
本
庁 

総
務
課 

企
画
振
興
係

 
蕁
４
３
―
２
１
７
７（
直
通
）

s
o
m

u
@

to
w

n
.ku

ro
s
h
io

.lg
.jp

喜多　理仁くん
〈平成26年2月7日生まれ〉

りひとくん、お姉ちゃんと
一緒にどんどん大きくな
ってね蟋　〈お母さんより〉

山下　叶湊くん
〈平成26年2月6日生まれ〉

お姉ちゃんと仲良く、元気
に大きくなってね。
〈お父さん・お母さんより〉

かなでひとり

　
暦
の
上
で
は
も
う
秋
で
す
が
、
ま
だ

ま
だ
残
暑
も
厳
し
く
、
１
日
の
気
温
の

変
化
の
大
き
さ
に
体
が
つ
い
て
い
け
ず
、

夏
の
疲
れ
も
出
や
す
い
時
期
で
す
。
健

康
管
理
に
は
十
分
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

　★
佐
賀
お
で
か
け
広
場

　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

・
２
日（
火
）プ
ー
ル
・
水
遊
び

・
９
日（
火
）作
っ
て
あ
そ
ぼ
う

・
１６
・
３０
日（
火
）お
庭
で
あ
そ
ぼ
う

　
場
所
／
佐
賀
保
育
所
一
時
保
育
室

★
い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う

　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

・
４
日（
木
）プ
ー
ル
・
水
あ
そ
び

・
１１
日（
木
）作
っ
て
あ
そ
ぼ
う

・
２５
日（
木
）誕
生
会

　
場
所
／
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

★
第
６
回
子
育
て
講
座

・
１８
日（
木
）午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

「
乳
幼
児
期
の
歯
磨
き
の
大
切
さ
に
つ
い
て
」

　
講
師
／
歯
科
衛
生
士 

堀 

志
緒
里
さ
ん

　
場
所
／
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

○
お
問
い
合
わ
せ

　
 

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
大
方
中
央
保
育
所
内
）

　
　
蕁
４
３
―
０
５
１
２（
直
通
）

く
ろ
し
お
っ
子
を
紹
介
し
ま
す
！

く
ろ
し
お
っ
子
を
紹
介
し
ま
す
！

9
月
の
予
定

【
写
真
募
集
中
！
】

　
子
ど
も
た
ち
の
成
長
の
記
念
に
写
真
を
掲

載
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
写
真
（
デ
ジ
カ
メ
の
場
合
は
デ
ー
タ
）
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
左
記
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

黒潮町民大学黒潮町民大学 開場 18：30�
開演 19：00～20：30
開場 18：30�
開演 19：00～20：30

第１講座

9／26 (金）

第１講座

9／26 (金）

「えっ これがサギ！！」
～あなたの近くでおきている特殊サギ～

場所：大方あかつき館

第
９
回

第
９
回

谷本　憲之
高知県警察本部地域安全対策推進室長

谷本　憲之

第３講座

10／31 (金）

第３講座

10／31 (金）

「介護の達人は人生の達人！」
今日をイキイキ笑ってしまおう

場所：黒潮町総合センター

小谷 あゆみ
フリーアナウンサー・エッセイスト

小谷 あゆみ

第２講座

10／9 (�）

第２講座

10／9 (木）

「津波常習（襲）地帯の地域防災」
～ 東日本大震災とは ～

場所：大方あかつき館

佐藤　健一
前気仙沼市総務部危機管理監兼危機管理課長

佐藤　健一

第４講座

11／5 (水）

第４講座

11／5 (水）

「熱い気持ちで一歩ずつ！」
～いつでも心に明かりをともして～

場所：黒潮町総合センター

片岡  亮太
和太鼓＆パーカッション奏者

片岡  亮太

第５講座

11／14 (金）

第５講座

11／14 (金）

「愛と言う名の奇跡」
～難病を乗り越えて光のステージへ～

場所：大方あかつき館

ＥＳＰＥＲＡＮＺＡ
エスペランサ  トーク＆コンサート

ＥＳＰＥＲＡＮＺＡ

場所：大方あかつき館
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